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マ
ヌ
エ
ル
心
地
）
で
陸した。
イ
エ
ズ
ス
会
の
宣
教
師
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ヴ
ィ
ェ
ル
（
’
五
○
六
～
五
三
）
は
、
東
洋
へ
の
伝
道
を
計
画
し
た
と
き
、
た
と
え
そ
れ
ま
で
に
遭
遇
し
た
い
（１）
か
な
る
危
険
に
も
増
し
て
、
は
る
か
に
大
き
な
難
難
辛
苦
が
前
途
に
横
た
わ
っ
て
い
て
も
、
東
方
の
国
に
で
か
け
る
固
い
決
一
息
で
い
た
。
一
五
四
九
年
六
月
二
十
四
日
、
ザ
ヴ
ィ
エ
ル
と
そ
の
一
行
（
司
祭
コ
ス
メ
・
デ
・
ト
レ
ス
、
ホ
ア
ン
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
、
ア
マ
ド
ー
ル
（
マ
ラ
パ
ー
ル
人
）
、
（２）
マ
ヌ
ェ
ル
（
中
国
人
）
、
ア
ン
ジ
ロ
ー
ら
一
二
人
の
日
本
青
年
ら
）
は
、
マ
ラ
ッ
カ
（
マ
レ
ー
半
島
の
西
岸
の
町
、
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ム
文
化
の
中
（３）
心
地
）
で
「
海
賊
」
の
ジ
ャ
ン
ク
に
乗
る
と
、
途
中
っ
つ
が
な
く
航
海
を
つ
づ
け
、
’
五
四
九
年
八
月
十
五
日
（
天
文
十
八
年
七
月
一
一
十
一
一
日
）
鹿
児
島
に
上
ザ
ヴ
ィ
ェ
ル
は
日
本
に
滞
在
す
る
こ
と
約
二
ヵ
年
余
セ
ミ
ナ
リ
オ
安
士
・
神
学
校
の
遣
趾
（一五四九～五一年）、
リタ－ナ
長し､修道服とマントを
看たイエズス会士の図。
[筆者によるスケッチ］
〃五一年）、どろ道を難儀して進むように、辛苦のなかで布教に従事した。
ミ
ヤ
コ
鹿児島より平戸・博多・山口を経て都に入り、日本国王や将軍に拝謁し、
布教の許可をえようとしたが失敗し、その後は豊後、島原・大村などで伝
道
し
た
の
ち
、
一
五
五
一
年
（
天
文
二
十
年
）
十
一
月
二
十
日
中
国
伝
道
の
た
め
に
失
ひ
じ
意
の
う
ち
に
豊
後
日
出
の
港
を
あ
と
に
し
た
。
ザヴィエルの布教事業は、その後コスメ・デ・トレス（初代日本布教長）
や
日
本
退
去
後
に
来
日
し
た
宣
教
師
、
修
道
士
、
さ
ら
に
キ
リ
ス
ト
教
に
帰
依
し
た
曰
宮
永
孝
140（１）
イ
ル
マ
ウ
ン
九名、助修士（冒目・）四名にすぎず、その後約一一一十年たった一六○五年（慶長十年）においてさえ、イエズス会員数は百一一十一名に
（、ｂ）
ま
で
九
年
間
在
任
）
偏
狭
な
日
本
槻
を
も
ち
、
そ
れ
に
廿
装的な国民であるとし、かれらをけっして司祭』
カ
テ
キ
ス
タ
）
に
と
ど
め
る
べ
き
で
あ
り
、
ラ
テ
ン
語
｛
（９）
い扱いをし、十分な一示教教育を行なわなかった。
の
事
情
を
調
査
し
、
報
告
す
る
た
め
」
（７）
七年）七月七日のことであった。
すぎなかった。
イ
エ
ズ
ス
会
が
日
本
に
お
け
る
布
教
活
動
に
お
い
て
直
面
し
た
大
き
な
困
難
は
、
財
政
上
の
問
題
と
日
本
人
聖
識
者
の
不
足
で
あ
っ
た
。
マ
カ
オ
よ
り
イ
ェ
パ
ー
テ
ル
。
ワ
イ
シ
タ
ト
ー
ル
ズス会士アレッサンドル・ヴァリニャーノ（一五一一一九～一六○六、イタリアの宣教師）が、巡察師（句呉の堵ぐ回国計・滝ｌ布教先
の
事
情
を
調
査
し
、
報
告
す
る
た
め
に
派
遣
さ
れ
る
）
と
し
て
島
原
半
島
の
有
馬
領
ロ
ノ
津
に
日
本
訪
問
の
第
一
歩
を
し
る
し
た
の
は
、
’
五
七
九
年
（
天
正
カ
テ
キ
ス
タ
）
に
と
ど
砧
（９）
い扱いをし、十分な二
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
、
と確信した。ヴァリニ
当時、
日
本
の
イ
エ
ズ
ス
会
は
憂
慮
す
べ
き
状
況
に
あ
っ
た
。
布
教
長
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
カ
プ
ラ
ル
は
（
’
五
七
○
Ⅱ
元
亀
元
年
～
一
五
七
九
Ⅱ
天
正
七
年
間在任）偏狭な曰本観をもち、それに基づく誤った布教方針をとっていた。かれによると、日本人は傲慢、貧慾、不安定、偽
ど
う
じ
ゆ
く
氏であるとし、かれらをけっして司祭にしてはならない、というものであった。そしてせいぜい用いるにしても同宿（伝道士、
（８）
夕
）
に
と
ど
め
る
べ
き
で
あ
り
、
ラ
テ
ン
語
や
神
学
校
も
無
用
と
の
考
え
を
抱
い
て
い
た
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
カ
プ
ー
フ
ル
は
日
本
人
の
信
者
を
召
使
こ
の
カ
プ
ラ
ル
の
方
針
に
大
い
に
失
望
し
た
。
か
れ
は
日
本
人
の
協
力
が
得
ら
れ
な
い
場
合
、
布
教
事
業
は
失
敗
す
る
に
違
い
な
い
ヤ
ー
ノ
は
、
日
本
の
実
体
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
ま
ま
一
五
七
九
年
を
有
馬
領
で
す
ご
し
、
同
年
暮
れ
ま
で
に
新
し
い
形
式
の
イ
ェ
ズ
本信徒らによって継承された。サヴィェルが日本滞在中に獲得したキリスト教徒の数は、
一峨昨
Ｗ
ｕ
３
『
刑
５
千五百名から一一千名ほどであったが、布教が開始されて約二十年以後の一五七一年（元亀
、
が
ノ
ー年）には一一一万人、’五七九年（天文七年）には十万人、’五八一年（天正九年）には十
‐
〃
｜
・
”
．
ヤ
（４）
洲撚二・五万人と飛躍的に増えて行った。
繍
波
リ
像
胖
ァ
肖
一五七五年（天正一一一年）｜年間だけでも、改宗者は一万八千人から一一万人に達し、翌一
Ｖ
ヴ
の
（５）
｜冊Ⅲ鈎咽五七六年肥前国有馬の領主アンドレァ義直夫妻と領民ら一万五千人が改宗者となった。し
パ
ー
ド
レ
かし、この天正一一一、四年に日本に在住していたイエズス会員の数といえば、神父（ごＰ号の）
（２）１３９
安土。神学校の遺阯
ス会報告書「日本年報」（Ｆの＃の局四缶目目」〕の］四弓・ロの）を作製させた。
ド
ン
ロ
プ
ロ
タ
ジ
オ
一
五
八
○
年
（
天
正
八
年
）
一
一
一
月
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
有
馬
領
主
鎮
貴
（
し
げ
た
か
）
に
洗
礼
を
さ
ず
け
、
将
来
そ
の
領
内
に
日
本
人
の
聖
識
者
を
セ
ミ
ナ
リ
オ
育成するために神学校を設置することにし、同年一ハ月大村領長崎に移動した。六月一一十四日、かれは「日本布教長内規」を定め、日本
ミ
ヤ
コ
し
も
セ
ミ
ナ
リ
オ
コ
レ
ジ
オ
ノ
ピ
シ
ヤ
ド
（、）
の
布
教
区
を
都
、
豊
後
、
下
（
大
友
領
以
外
の
九
州
一
円
）
に
わ
け
、
さ
ら
に
神
学
校
、
学
院
、
修
練
院
な
ど
を
設
立
す
る
こ
と
に
し
た
。
パ
ー
ド
レ
（ｕ）
それまで日本人の伝道希望者は、司祭の補助者、助手にすぎなかったが、その後数十年間に司祭に叙ロ叩される日本人も誕生した。邦
む
ほ
ん
人の一曰｜教師を養成するために、イエズス会が創設した教育機関は、明智光秀の謀叛による安土の騒乱やその後の秀吉や家康の禁教令な
ど
の
結
果
、
た
び
た
び
移
動
を
余
儀
さ
れ
、
つ
い
に
は
日
本
の
地
か
ら
ほ
と
ん
ど
そ
の
痕
跡
を
残
す
こ
と
な
く
消
滅
す
る
の
で
あ
る
が
、
日
本
に
お
け
る
キ
リ
シ
タ
ン
宗
（
カ
ト
リ
ッ
ク
教
）
の
布
教
の
歴
史
を
知
る
う
え
で
、
そ
の
教
育
機
関
の
沿
革
を
知
っ
て
お
く
こ
と
は
緊
要
で
あ
る
。
天
正
か
ら
慶
長
の
約
三
十
年
間
に
行
な
わ
れ
た
イ
エ
ズ
ス
会
の
各
種
の
学
校
の
創
設
と
併
合
と
移
動
に
つ
い
て
年
代
記
的
し
る
す
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
有
馬
の
学
院
…
…
’
五
八
○
年
（
天
正
八
年
）
の
四
月
か
キキナ（芳唾払切鋒Ⅱ）ｌ有家ｌ加津佐（汚唾刊切蓉Ⅱ）
有馬合併神学校……（汚画払珪》Ⅱ）ｌのち八良尾
（鱈建聿御年Ⅱ）ｌ有馬ｌ長崎屋録トゼ癖Ⅱ）へと移動。
白
杵
の
修
練
所
…
…
一
五
八
一
年
（
天
正
九
年
）
臼
杵
城
（Ⅲ）
た
と
い
う
。
有
馬
の
神
学
校
お
よ
び
学
院
…
…
教
会
と
と
も
に
一
五
八
一
年
（
天
正
九
年
）
に
竣
工
し
た
。
当
時
、
有
馬
の
教
会
は
九
州
第
一
で
あ
り
、
三
つ
の
広
間
を
有
し
て
い
た
。
神
学
校
に
お
い
て
は
二
十
六
名
の
貴
族
（
上
級
武
士
）
の
子
弟
が
学
業
に
励
ん
で
い
た
。
’
五
八
七
年
（
天
正
十
五
年
）
安
土
の
神
学
校
と
合
併
。
ま
た
有
馬
で
は
、
聖
堂
（
教
会
）
や
司
祭
館
に
属
す
る
校
舎
と
し
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
子
弟
や
少
年
児
童
の
た
め
の
「
住
院
」
（
Ｓ
Ｂ
Ｉ
寺
子
屋
の
よ
う
な
も
の
）
が
（⑫）
（Ⅲ）
あ
り
、
そ
こ
で
は
日
本
語
や
ラ
テ
ン
語
で
教
理
書
や
聖
歌
を
教
え
た
。
一
六
○
一
年
（
慶
長
六
年
）
ご
ろ
、
有
馬
に
は
住
院
が
十
五
、
教
会
堂
は
十
八
あ
る
と
日
本
年
報
ド
ン
・
ブ
ロ
タ
シ
オ
は
伝
え
て
い
る
。
ま
た
そ
う
い
っ
た
初
等
学
校
が
増
え
て
お
り
、
子
供
た
ち
は
日
本
語
の
読
み
書
き
を
学
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
は
領
主
有
馬
鎮
貴
の
希
望
で
も
あ
っ
（焔）
の
四
月
か
六
月
に
開
校
。
一
五
八
七
年
（
天
正
十
五
年
）
安
土
の
神
学
校
と
合
併
。
の
ち
移
動
と
〈
口
併
を
く
り
返
す
。
が切蓉Ⅱ）ｌ天草（垂擁可嬉年Ⅱ）ｌ長崎（鱈錘勃御年Ⅱ）ｌ有馬ｌ長崎の学院と合併（鑑歸←に》Ⅱ）。
Ｄ八良尾（芳唾杁莉斡引ろ）ｌ加津佐（芳唾枕切舞Ⅱ）’八良尾寿唾仇卜幹Ⅱ）ｌ有家（巖厩可時年Ⅱ）ｌ長崎
臼
杵
城
内
に
設
立
。
日
本
人
修
練
士
六
名
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
修
練
士
六
名
、
神
父
、
修
道
士
四
名
が
い
た
。
臼
杵
138（３）
府
内
に
造
ら
れ
た
こ
の
教
会
は
、
二
十
七
年
後
の
天
正
八
年
（
一
五
八
○
）
十
月
、
臼
杵
で
開
か
れ
た
会
議
の
席
上
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
や
曰
コ
レ
ジ
オ
（〃）
本
人
神
学
生
の
た
め
の
学
院
に
昇
格
し
、
羽
二
年
「
聖
パ
ウ
ロ
学
院
」
と
命
名
さ
れ
、
学
院
と
し
て
発
足
し
た
が
、
わ
ず
か
数
年
し
か
続
か
な
か
っ
た
。
と
も
あ
れ
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
を
教
え
た
り
学
ん
だ
り
す
る
場
と
し
て
の
広
義
の
神
学
校
が
、
わ
が
国
に
は
じ
め
て
創
設
さ
れ
た
の
は
、
サ
ヴ
ィ
エ
ル
の
来
朝から二十八年目の天正九年（一五八一年）ごろのことであり、臼杵、府内、有馬、安土に設けられた。
つ
ぎ
に
邦
人
宣
教
師
養
成
機
関
と
し
て
の
各
種
の
学
校
の
特
徴
と
教
育
内
容
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
こ
う
。
春のことであった。｜
の創始とす」とある。
わ
が
国
に
は
じ
め
て
ロ
ー
マ
Ⅱ
カ
ト
リ
ッ
ク
教
の
聖
堂
（
教
会
）
が
造
ら
れ
た
の
は
、
サ
ヴ
ィ
ェ
ル
が
来
日
し
て
四
年
後
の
一
五
五
三
年
（
天
文
二
十
二
年
）
こ
れ
の一」とであった。「天主教沿革史」（糎逓蕊轤鍵」）に、「天文一一十二年春豊後府内（現・大分市）に天主堂を建つ之を我邦天主堂
安土の神学校……一五八○年（天正八年）七月ごろに開校。のち京都（話画杁に年Ⅱ）ｌ高槻
寿画杁姪年Ⅱ）ｌ大坂（汚嘩杁型癖Ⅱ）ｌ有馬の学院と合併（汚画枅珪罐Ⅱ）。
山
口
の
学
院
ま
た
は
神
学
校
…
…
’
五
八
六
年
（
天
正
十
四
年
）
末
に
、
秀
吉
か
ら
許
可
を
得
て
山
口
に
設
立
。
翌
天
正
十
五
年
に
は
、
生
徒
数
十
五
名
を
数
え
た
。
（焔）
の
ち
迫
害
の
激
化
と
と
も
に
学
校
を
廃
し
、
ま
た
幼
年
の
生
徒
は
親
許
に
帰
っ
た
。
蕊'1灘;!;iiiil蝋， 田 Ⅲ
コレシオ
府内（現・大分市）の学院跡をしめ
す石碑。［筆者撮影］
移動。
の領主大友宗麟は、イエズス会と修練所のために庇護をあたえた。のち山口弄画払酩鐸Ⅱ）ｌ
天草（禿痙杁却》Ⅱ）ｌ大村（汚唾邦切》Ⅱ）ｌ有馬？（奉両枕汚辱Ⅱ）ｌ天草寿唾札拒癖Ⅱ）へと移動。
府内の学院……一五八一年（天正九年）に設立。当時、神父一一一名と生徒十名がいた。ラテン
語
の
ほ
か
日
本
語
が
教
授
さ
れ
、
ま
た
欧
州
か
ら
来
日
す
る
宣
教
師
は
日
本
語
で
会
話
し
、
か
つ
説
教
す
る
こ
とができた。のち山口（元面杁酩奪Ⅱ）ｌ千々石（毛画佃和轌Ⅱ）ｌ有家（寿唾払河》Ⅱ）ｌ加津佐
（芳唾払切鋒Ⅱ）ｌ天草歪癌珂に年Ⅱ）へと移動。
府内のカザーヂⅡプロバチオネ（予備校）……有家（芳唾刊河癖Ⅱ）ｌ天草（汚面杁訊枠Ⅲ）へと
（４）１３７
安土･神学校の遺趾
小
コ
レ
ジ
オ
ま
た
こ
れ
ら
以
外
に
、
ラ
ー
プ
ン
語
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
哲
学
や
神
学
な
ど
も
教
え
た
。
修
練
所
は
ま
た
児
童
の
た
め
の
初
等
学
校
（
小
学
校
の
よ
う
な
も
の
）
を
併
設
し
て
お
り
、
そ
こ
で
は
ラ
テ
ン
語
や
日
本
語
の
読
み
か
き
を
教
授
し
た
（
前
掲
書
、
第
十
章
）
。
コ
レ
ジ
オ
学院（８」⑥、］・）……’五六四年以来、イエズス会の学院の概念の一つによると、同校は少なくともイエズス会士一一十名を擁し、古典諸学科
を
教
え
る
一
」
と
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
巡
察
使
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
考
え
で
は
、
学
院
を
布
教
の
中
心
に
す
べ
く
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
を
八
名
か
ら
十
名
を
置
き
、
ま
た
小
学
校
（
小
コ
レ
ジ
オ
）
を
設
け
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
豊
後
府
内
に
は
、
大
友
宗
麟
の
子
義
統
の
居
城
が
あ
っ
た
が
、
こ
こ
に
学
院
が
設
け
ら
れ
、
子
供
た
ち
は
日
本
語
や
ラ
テ
ン
語
の
読
み
か
き
の
ほ
か
、
唱
歌
。
セ
ミ
ナ
リ
オ
宗
教
・
作
法
な
ど
を
学
び
、
素
質
の
よ
い
者
に
は
下
級
神
学
校
へ
の
入
学
準
備
が
施
さ
れ
た
。
天
正
十
一
、
一
一
年
（
’
五
八
一
一
一
、
八
四
年
）
に
は
、
哲
学
神学校（の①目局員。又は８，口鼎の、昼９．国ともいう）……巡察師ヴァリ’一ヤーノは一五七九年（天正七年）およびその翌年、日本在住の宣教師
たちとの会議の席上、学制改革案を説明し、日本人のための大、小の神学校（、の目目局旨日日凹巨、》、の目ロ日置目唇・旨）設立を計画し、
日
本
最
初
の
小
さ
な
神
学
校
が
三
校
、
有
馬
、
安
土
、
山
口
に
設
け
ら
れ
た
。
有
馬
の
神
学
校
の
場
合
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
有
馬
晴
信
か
ら
、
か
っ
て
寺
院
で
あ
（肥）
小
コ
レ
ジ
オ
っ
た
建
物
と
土
地
を
も
ら
い
、
一
一
十
一
一
名
の
生
徒
を
も
っ
て
授
業
が
は
じ
ま
っ
た
。
ま
た
寺
院
の
近
く
に
小
学
校
が
つ
く
ら
れ
、
そ
こ
へ
身
分
の
高
い
子
弟
ら
は
（田）
行
儀
や
学
問
を
習
う
た
め
に
送
ら
れ
、
あ
る
者
は
ド
チ
リ
ナ
・
キ
リ
シ
タ
ン
、
他
の
者
は
日
本
語
と
漢
文
、
ラ
テ
ン
文
法
、
オ
ル
ガ
ン
の
歌
を
覚
え
、
ま
た
日
々
サ
ル
雷
、
リ
タ
ニ
イ
（恥）
行列をなして頌歌や連騰をとなえた（フロイス「日本史」）。
神
学
校
で
は
、
司
祭
志
願
者
、
修
道
志
願
者
た
ち
の
た
め
に
最
初
の
予
備
的
教
育
を
施
す
の
が
目
的
で
あ
り
、
日
本
語
や
ラ
テ
ン
語
の
読
み
か
き
の
ほ
か
、
算
数
。
キ
リ
ス
ト
教
義
。
仏
教
。
日
本
史
。
作
法
・
唱
歌
・
音
楽
な
ど
を
学
び
、
ま
た
神
学
校
に
附
属
す
る
実
科
学
校
で
は
、
絵
画
。
銅
版
彫
刻
術
・
印
刷
術
。
オ
（皿）
ル
ガ
ン
お
よ
び
楽
器
（
バ
イ
オ
リ
ン
、
ス
ピ
、
ネ
ッ
ク
）
の
演
奏
な
ど
も
教
授
し
た
。
修練所（８ｍｍこの］ロ・ロ旨自。又はｓｍＰｇの頁ＣｇＱｇともいう）……これは大友宗麟の居城である臼杵の城内に設けられ、優雅な聖堂のほか、
司
祭
の
部
屋
、
領
主
を
迎
接
す
る
た
め
の
部
屋
な
ど
を
も
つ
立
派
な
建
物
で
あ
っ
た
。
こ
の
修
練
所
の
中
に
同
宿
、
下
男
の
ほ
か
、
約
二
十
名
の
イ
エ
ズ
ス
会
員
が
居
住
し
て
い
た
。
こ
こ
で
は
在
俗
聖
識
者
に
え
ら
ば
れ
る
者
（
神
学
校
の
教
育
を
お
え
た
者
か
）
に
つ
い
て
、
十
分
な
試
練
を
行
な
っ
た
の
ち
、
徳
操
や
苦
行
に
つ
い
て
教
育
し
、
修
練
さ
せ
、
そ
の
お
わ
り
に
、
祈
と
う
の
方
法
、
ミ
サ
の
読
み
方
、
秘
蹟
の
授
け
方
お
よ
び
そ
の
他
の
儀
式
に
必
要
な
こ
と
の
す
べ
て
を
教
授した（竜一詞一一面叫麩劉誹鐵篭」）。
136（５）
国
内
に
散
ら
ば
る
イ
エ
ズ
ス
会
の
教
会
（
南
蛮
寺
）
や
学
校
は
、
天
正
十
七
年
（
一
五
八
九
年
）
か
ら
慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
年
）
に
か
け
て
徹
底
的
に
破
壊
さ
れ
た
た
め
に
、
残
念
な
が
ら
こ
ん
に
ち
そ
の
遺
構
は
お
ろ
か
痕
跡
す
ら
認
め
え
な
い
の
で
あ
る
。
わ
た
し
は
こ
れ
ま
で
手
に
と
っ
て
実
見
し
た
キ
リ
シ
直轄領とした。
い
ず
れ
も
そ
れ
ら
の
場
所
は
「
…
…
の
跡
」
と
決
定
す
る
史
料
に
欠
け
て
お
り
、
あ
く
ま
で
推
測
の
域
を
出
な
い
の
で
あ
る
。
位
置
を
推
定
す
る
さ
い
の
根
で
拠になっているのは、口碑や古文書、古地図などであり、ことに後者にときどき見られる神（□のロ、）を意味する「大うす」「デウス」
「ダイウス」「だいうす」「ダイウス堂」といったような文字や書き入れなどが有力な拠り所であった。
（妬）
わ
が
国
に
い
っ
た
ん
は
根
付
く
か
に
み
え
た
ロ
ー
マ
Ⅱ
カ
ト
リ
ッ
ク
教
も
、
秀
吉
の
代
に
な
っ
て
、
長
崎
に
お
け
る
宣
教
師
の
専
横
ぶ
り
や
マ
ニ
ラ
か
ら
他
宗
派
（
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
派
）
な
ど
が
渡
来
し
イ
エ
ズ
ス
会
士
を
中
傷
す
る
に
及
ん
で
、
秀
吉
の
宣
教
師
に
対
す
る
政
策
に
も
大
き
な
影
響
を
あ
た
え
た
。
秀
吉
は
天
正
十
五
年
（
’
五
八
七
年
）
つ
い
に
「
禁
教
令
」
を
発
し
、
宣
教
師
は
国
外
退
去
を
命
じ
ら
れ
、
さ
ら
に
イ
エ
ズ
ス
会
の
教
会
領
で
あ
っ
た
長
崎
を
た
こ
や
く
し
う
ば
や
な
ぎ
わたしはこれまでに安土、京都（四條坊門［蛸薬師］室町と新町の間の北側姥柳町）、有馬（北有馬村城山戊一一一一一一六九番地の約一一四
○坪の畑）、府内（大分市顕徳町一丁目、旧桑野製材所の木材置場、いまはレストランが建つ）、加津佐の神学校（加津佐町役場の前を
（趾）
通
っ
て
北
へ
延
び
る
一
帯
の
一
百
向
さ
四
○
メ
ー
ト
ル
の
丘
、
眼
下
に
海
あ
り
）
、
天
主
堂
、
学
院
の
跡
と
推
定
さ
れ
る
場
所
を
訪
ね
、
し
ば
し
感
慨
に
ふ
け
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
一
五
八
五
（
天
正
十
三
年
）
に
は
、
ス
コ
ラ
神
学
の
研
究
が
は
じ
ま
り
、
ベ
ド
ロ
。
ゴ
メ
ス
師
が
聖
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
神
学
綱
要
第
一
部
を
、
ア
ン
ト
ニ
オ
・
プ
レ
ネ
ス
テ
ィ
ノ
師
は
秘
蹟
論
を
、
一
五
九
四
年
（
文
禄
三
年
）
に
は
ペ
ド
ロ
・
モ
レ
ホ
ン
師
が
神
学
生
三
十
名
の
た
め
に
哲
学
と
神
学
の
綱
要
を
講
義
（鍋）
した。
（蛇）
（四月牙の、）がはじめて講じられた。
一五八一年（天正九年）以来、
に
存
在
し
た
。
ミ
ヤ
。
大
小
の
学
院
が
長
崎
や
大
村
、
島
原
半
島
の
有
馬
、
天
草
、
平
戸
、
博
多
、
薩
摩
、
府
内
、
都
、
安
土
、
堺
、
岐
阜
な
ど
（６）１３５
安土。神学校の道111
ら
の
反
対
も
あ
り
、
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
天正六年（’五七八年）春には、三年前に」
が
っ
て
い
た
。
が
、
天
正
四
年
（
一
五
七
六
年
）
か
舅
寺
の
近
く
に
学
校
を
造
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
一方、永禄三年（一五六○）桶狭間の戦いによって今川義元を破った織田信長は、諸勢力を抑えて、その勢力を拡大させていたが、
（釦）
天正四年（’五七六年）琵藝巴湖畔ｌ江州蒲土郡安土の地に丹羽長秀に命じ、新たに城（安土城）を築いた。
あ
づ
ら
安土は滋賀県蒲生郡にある町であり、近江の豪族佐々木氏の子孫である六角氏が｝」の地の観音山に城を築いて支配したが、六角義賢
が永禄十一年（’五六八）織田信長によって破れたのち、信長は岐阜から当地に進出し、安土山に豪壮な城を築き、そこを住居地とし
（虹）
た
の
で
あ
る
。
『
一
五
八
一
年
の
日
本
年
報
」
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。
先
頃
た
ま
た
ま
「
ダ
イ
ウ
ス
」
の
文
字
が
み
ら
セ
ミ
ナ
リ
オ
神学校について稿をお一」した次第である。
、し４℃
ミ
ヤ
コ
巡
察
師
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
、
日
本
の
布
教
区
を
下
（
大
友
領
を
除
い
た
九
州
一
円
）
、
豊
後
（
九
州
の
北
東
）
、
五
幾
内
（
都
）
に
分
け
、
そ
こ
に
イ
エ
ズ
ス会の学校を創ることを計画し、豊後においては実現しなかったが、有馬と安土にはじっさい神学校が設立された。
（〃）
オ
ル
ガ
ン
チ
ノ
・
グ
ネ
ッ
キ
・
ソ
ル
ド
（
宇
留
岸
・
伴
天
連
、
’
六
○
九
年
四
月
一
一
十
一
一
日
長
崎
で
病
死
、
享
年
七
十
六
歳
）
が
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
に
よ
（蛆）
って五幾内（近畿地方の中心部）に神学校を創るし》」とを委せられたのは、有馬の神学校が設立された直後のことであった。そのため
ミ
ヤ
コ
オルガンチノは都において直ちに建築資材の調達に取りかかったが、神学校を建設するための用地を確保する一」とは、資金不足や仏僧
タ
ン
版
（
南
蛮
系
活
字
印
刷
に
よ
る
ロ
ーマ字本、布教用の教義書など）への興味から、イエズス会の教育機関に関心を抱くに至ったのだが、
（邪）
先
頃
た
ま
た
ま
「
ダ
イ
ウ
ス
」
の
文
字
が
み
ら
れ
る
「
安
土
城
下
史
蹟
図
」
（
東
京
大
学
史
科
編
纂
所
蔵
）
を
初
め
て
目
に
し
、
そ
れ
に
触
発
さ
れ
て
安
土
の
レ
ー
ク
ア
安土は平地にあり、｜方には長さ一一十四レグワ（〕①血目は距離の単位、ふつう六六○○メートルＩ引用者）、幅五、六レグワの大きな湖水が
十頭一つ
あ
っ
て
、
市
の
中
に
も
突
入
し
て
い
る
。
ま
た
一
方
に
は
、
甚
だ
広
大
な
る
田
園
が
あ
り
、
耕
作
を
施
し
て
あ
る
。
市
は
大
な
る
山
（
安
土
山
ｌ
引
用
者
）
の
麓
に
あ
り
、
（粉）
二一年前に起工した通称「南蛮寺」（天正十六年に破壊される）が、都の四條坊門ｌ姥柳町にできあ
六
年
）
か
ら
同
八
年
（
’
五
八
○
年
）
に
か
け
て
伴
天
連
に
地
所
を
売
ろ
う
と
す
る
者
は
い
な
く
、
そ
の
た
め
南
蛮
134（７
った。それはいかにも信長の意向に添うものであったからである（フロイス『日本史３」）。
オルガンチノは、信長の居城とその臣下の間で住む｝」とによって、イエズス会の信用と名誉を獲得し、さらに威信を高めるためにも、
安土の城下に布教所（教会）を建てるのが得策と判断した。しかし、安土は土地が狭いうえに、平地が不足していた。そこでオルガン
チノは信長の謁見を許された折、イエズス会士の住居にふさわしい地所を付与されることを願いでた。信長は与える土地について考慮
する、と述べたのち、これ以上に良好な場所はないと思われる地所を司祭にあたえた（フロイス「日本史３』）。
オルガンチノが信長より土地を与えられたのは、天正八年（’五八○）閏三月十六日のことであった。信長は宣教師に屋敷をあたえ
セ
ミ
ナ
リ
オ
神学校の所在地について。
鍵
庄詞も 鷺灘
i蕊鑑識了學籔昨い､囚鈩鷲慰
､＝_｡■君チーーご＆
正面の山は，信長の城があった安土山（標高199メートル)。左
端の家があるあたりが神学校の跡地とみられる。［筆者撮影］
P4Ｐ｣缶y割針b4LO牙餌択Ｊｐ
ｌｃｐ・deOharlevoix:HistoZ｢ｅｃｔＤｅｓｃ｢Zptiio7zGe"ｅ７ｑＺｅｄｕ
ｊ⑰α";tomePremier，ＭＤＣＣ，XXXVLにみられる安土山
と城下の図。「財団法人東洋文庫蔵］
山
の
ふ
も
と
の
他
の
地
区
は
、
湖
水
の
入
江
に
よ
っ
て
市
と
隔
離
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
諸
国
の
領
主
や
信
長
の
家
臣
ら
の
家
が
造
ら
れ
、
市
は
毎
日
大
き
く
な
っ
て
い
この山は三つの小なる山に分かれ、樹木が繁茂し、
緑におおわれ甚だ立派である。
山
は
湖
水
に
囲
ま
れ
、
こ
の
地
は
甚
だ
美
し
く
ま
た
堅
固
で
あ
る
。
三
つ
の
山
の
も
っ
と
も
高
い
所
に
、
信
長
は
壮
麗
堅
固
な
る
城
を
築
い
て
、
そ
の
栄
華
を
誇
示
せ
ん
と
決
心
し
た
。
山
の
麓
に
は
、
平
民
の
居
住
す
る
た
め
に
造
っ
た
市
が
あ
り
、
街
路
は
広
く
、
真
直
に
し
て
、
そ
の
美
麗
を
増
し
、
こ
の
所
に
五
、
六
千
の
住
民
が
い
る
。
（８）１３３
安土・神学校の道111：
と
い
っ
た
記
述
と
内
容
的
に
も
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
フ
ロ
イ
ス
の
こ
の
記
事
は
、
ダ
ー
ー
ェ
ロ
・
バ
ル
ト
リ
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
、
そ
の
著
書
『
イ
エ
ズ
ス
会
史
」
（
一
六
六
○
年
ロ
ー
マ
刊
）
の
中
で
、
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
●
と
あ
る
。
（艶）
せた。
こ』つ叱りよ←つ
ん
が
た
め
に
、
菅
屋
九
右
衛
門
、
堀
九
太
郎
、
長
谷
川
竹
ら
一
一
一
奉
行
の
手
で
、
新
道
の
北
に
溝
渠
（
み
ぞ
）
を
掘
ら
せ
、
田
を
埋
め
さ
せ
、
そ
の
地
を
っ
く
ら
ま
た
こ
れ
は
『
信
長
公
記
十
三
巻
」
（
天
正
八
年
閏
二
月
十
六
日
の
く
だ
り
）
に
見
ら
れ
る
、
こ
の
干
拓
事
業
に
つ
い
て
は
、
外
国
側
の
資
料
に
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
信
長
は
、
大
勢
の
人
間
の
労
役
に
よ
っ
て
、
安
土
山
と
町
と
の
間
に
あ
る
沼
を
二
十
日
で
埋
め
さ
せ
た
。
そ
の
と
き
信
長
は
じ
ぶ
ん
の
城
に
住
ん
で
い
た
の
だ
が
、
そ
の
埋
立
て
地
は
す
ば
ら
し
い
平
地
と
な
っ
た
。
か
れ
は
そ
の
土
地
を
神
父
た
ち
に
与
え
た
い
と
思
い
、
あ
と
か
ら
取
り
こ
わ
さ
せ
た
二
軒
の
家
の
地
（鋼）
所とともに神父壽らに与一えた。
＃』十二
数日前、信長には、城山と市の間にある湖の小さな入江を埋め立てたいとの気持が生じ、彼自身もそれが何のためであるか知る一」となく、多
数
の
者
を
動
員
し
て
埋
立
て
作
業
を
命
じ
た
が
、
十
五
日
か
二
十
日
間
で
工
事
が
終
り
、
彼
の
館
の
前
に
一
つ
の
広
い
敷
地
が
出
現
し
た
（
フ
ロ
イ
ス
『
日
本
史
３
」
）
。
お
ん
か
ま
え
み
な
み
き
た
こ
う
う
ず
め
く
だ
さ
る
安土御構（安土城ｌ引用者）之南、新道之北に江（川）をほらせられ、田を填当こせ、伴天連に御屋敷被レ下。
132（９）
にはじめて言及したのは、
巻三」（滋賀県蒲生郡役所）
と
あ
る
。
セ
ミ
ナ
リ
オ
い
し
と
こ
ろ
で
安
土
・
神
学
校
が
あ
っ
た
場
所
で
あ
る
が
、
そ
一
」
は
安
土
町
下
豊
浦
の
新
町
に
接
す
る
沼
地
の
そ
ば
の
地
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
神
学
校
の
遺
祉
はじめて一一一一巨及したのは、近江の著名な郷土史家・中川泉一一一（一八六九～？）であり、大正十一年（’九二二）｜｜｜月『近江蒲生郡志
て「シウノミザ」（主の御座ｌ引用者）、「シニ
た
ま
た
ま
偶
々
そ
の
関
係
地
を
示
し
て
い
る
も
の
と
田
口
は
れ
る
し
ろ
の
み
な
み
ど
お
り
い
ま
し
ろ
ほ
り
その所在は城南新町通に接したものシ、如く、今二城濠に連接せる西南方の溝渠（みぞ）と新町とに介在して「ダイ｛ソス」、又新町の北に接し
て
「
シ
ウ
ノ
ミ
ザ
」
（
主
の
御
座
ｌ
引
用
者
）
、
「
シ
キ
ラ
イ
」
（
不
詳
）
の
地
名
を
存
す
る
の
で
、
恐
ら
く
天
主
・
主
の
御
座
等
、
外
教
（
キ
リ
ス
ト
教
）
関
係
の
称
号
が
十
月
廿
日
よ
り
伴
天
連
北
南
に
二
通
、
新
町
烏
打
へ
取
続
立
さ
せ
ら
れ
候
は
ん
由
候
て
云
々
。
に
お
い
て
、
（三三九頁）。 安土・神学校の推定位置を示す地図。
(｢近江蒲生郡志巻三」より）
ま
た
同
月
二
十
日
に
は
、
西
方
の
新
町
か
ら
東
方
の
烏
打
に
か
け
て
、
南
北
に
道
を
二
本
造
ら
せ
よ
う
と
し
た
記
事
が
み
ら
れ
る
。
つづいて信長は、翌年秋（天正九年十月七日）に工事中の宣教師の住
居
の
様
子
を
見
る
た
め
に
立
寄
っ
た
。
ど
お
り
た
ち
よ
り
こ
こ
て
桑
實
寺
よ
り
直
に
新
町
通
御
覧
し
、
伴
天
連
所
へ
立
寄
、
差
に
而
御
垂
曰
講
之
様
子
お
お
せ
つ
け
ら
れ
る
被二仰付宅
(１０）１３］
安土・神学校の道士''二
》っ○
》」＋の平ご
」の〉ご
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
明
治
八
年
（
’
八
七
五
）
の
地
券
（
官
が
発
給
す
る
土
地
所
有
に
関
す
る
証
書
）
改
正
の
と
き
、
そ
の
一
帯
の
小
字
（
町
村
の
字
を
さ
ど
じ
ん
い
ま
らに細かく分けた区域）を合称して”敷来〃と改めたが、「土人（土着の住民）は〈「に旧知名を伝称す」（「近江蒲生郡志巻一一一」）とい
聯
叫
妖
Ⅲ
淵
蕊Lu｣１月Ｌ癖Ⅲ]羽辿 ､凸P而織 i鵬忠
凸剥 慰図蝿溌 ！ 赤土.T神篭佼
の巡祉とⅡ礎
されている所
ｕ 一
Ｊ
Ｉ
！
I晩
稲
M；ｏＹｔ◆ 仏0ｺ
安土旧町割図『近江蒲生郡誌 巻三」（大正１１．３）より。
安
土
・
神
学
校
の
敷
地
（
約
四
十
坪
）
は
、
『
信
長
公
記
十
三
巻
」
（
天
正
八
年
閏
こ
み
な
み
さ
た
月十一ハ曰のくだり）に見られる「安土御構（安土城）之南、新道之北」と考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
位
置
は
城
か
ら
見
て
、
ち
ょ
う
ど
南
（
旧
町
屋
敷
地
帯
と
の
境
）
にあたり、ダーーエロ・バルトリの『イエズス会史」（’六六○年ローマ刊）
の
一
五
○
頁
に
見
ら
れ
る
記
述
、
「
安
土
山
と
町
と
の
間
」
に
該
当
す
る
。
こ
の
下
豊
浦
の
新
町
通
り
の
一
角
を
神
学
校
跡
と
す
る
主
張
に
は
、
さ
ら
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
現
在
の
安
土
町
下
豊
浦
に
あ
る
新
町
通
り
の
一
角
、
す
な
わ
ち
、
桑
実
寺
よ
り
北
上
し
て
烏
打
越
町
、
今
日
の
城
南
を
東
西
に
走
る
浜
道
（
朝
鮮
人
街
道
ｌ
昔
朝
鮮
使
節
が
通
っ
た
こ
と
か
ら
こ
の
よ
う
に
呼
ぶ
Ｉ
引
用
者
）
へ
抜
け
る
道
の
一
地
と
見
る
こ
と
が
で
き
、
現
在小字ダイウスと呼ばれる地点と比定される。（中略）
現
在
ダ
イ
ウ
ス
な
る
地
域
は
、
そ
の
土
地
約
四
十
坪
計
り
の
畠
地
と
な
り
、
東
北
南
の
三
い
じ
よ
う
方は堀にて囲緯（かこむ）され、堅牢なる石垣をもって築かれている。ただし、
東
面
の
中
央
五
、
六
間
の
と
こ
ろ
を
欠
く
が
、
下
方
に
そ
の
土
台
石
の
並
列
す
る
と
こ
ろ
よ
り見て、以前は他と同様の高さの石垣の在したことを知ることができる。（中
略）前
面
に
あ
る
堀
の
、
現
在
で
も
豊
浦
中
最
も
深
く
、
そ
の
盛
り
土
の
表
土
の
高
さ
は
、
他
130（１１
い
ま
安
土
城
阯
二
の
丸
の
も
の
、
惣
見
寺
（
安
土
山
）
の
隅
角
部
石
垣
な
ど
と
史
跡
公
園
の
も
の
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
後
者
に
乱
積
み
の
特
徴
が
一
部
う
か
が
え
る
も
の
の
、
そ
れ
ほ
ど
類
似
し
て
い
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
安
土
城
や
惣
見
寺
の
石
垣
は
大
小
、
長
短
の
石
を
た
く
み
に
積
み
あ
げ
て
い
る
が
、
目
に
与
え
る
印
象
は
雑
で
あ
る
。
一
方
、
史
跡
公
園
の
石
垣
は
、
加
工
材
（
石
）
を
整
然
と
積
み
あ
げ
た
印
象
を
与
え
て
お
り
、
き
れ
い
な
仕
事
と
い
え
る
。
昭
和
三
十
年
代
後
半
に
撮
っ
た
セ
ミ
ナ
リ
オ
跡
の
写
真
を
み
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
当
時
、
敷
地
は
畑
で
あ
り
、
そ
こ
に
腰
下
半
分
ほ
ど
の
大
き
康
彦
邸
に
残
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
四
百
数
十
年
前
の
も
の
と
断
定
す
る
に
足
る
史
料
は
な
い
の
で
あ
る
。
あのう（狐）
安土城の石垣をつくったのは、馬渕衆とか｛八太衆と呼ばれた石積みの専門家たちであった。かれらが積みあげた石垣遺構は、こんに
あ
の
う
の
づ
ら
ち
安
土
山
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
技
法
の
特
徴
は
古
式
穴
太
積
み
ま
た
は
野
面
積
み
（
自
然
石
を
割
っ
て
積
み
あ
げ
た
も
の
）
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る。下豊浦の東康彦邸に残る石垣塀は、乱積み（いろいろな石を不規則に積みあげたもの）である。問題の「セミナリオ史跡公園」の
石
垣
で
あ
る
が
、
「
そ
の
積
み
方
が
安
土
城
祉
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
類
似
し
て
い
る
…
…
」
（
『
近
江
の
城
下
町
」
）
と
い
う
点
が
、
安
土
・
神
学
校
の
敷
地
で
あ
っ
た
さ
の
木
製
の
標
柱
が
立
っ
て
い
た
。
そのころ、おそらく堀（沼仙
石煩一であるが、｜その
ことの証拠とされた。
瀞 R釘ロ
（
沼
地
）
の
囲
り
に
は
、
所
々
に
石
垣
が
残
っ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
史
跡
公
園
の
石
垣
（
上
層
）
は
、
お
そ
ら
く
安
土
桃
山
■
】
■ユ②け
識』蝕一
》Ｐ扉隠』用』
君
■ 蕊:蕊Lr蕊溌
安土城の天主閣に通じる通路（入口付.近)。
[筆者搬膨］
そ
し
て
こ
の
主
張
の
結
論
は
、
「
以
上
、
内
外
文
献
の
記
載
と
現
地
の
状
態
な
ら
び
に
伝
承
の
地
名
等
よ
り
お
し
て
、
当
ダ
イ
ウ
ス
地
が
セ
ミ
ナ
リ
ョ
の
遺
跡
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
に
疑
を
入
れ
な
い
も
の
で
あ
る
」
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
（
前
掲
書
、
二
○
○
頁
）
。
こ
ん
に
ち
安
土
町
に
、
信
長
時
代
の
唯
一
の
石
垣
塀
の
遺
構
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
、
下
豊
浦
の
東
』」兵〃
の土地より一段と高いのは、「信長公記』の「江をほらせられ、田を填めさせ」た｝」とに符
合
す
る
。
石
垣
も
そ
の
積
み
方
が
安
土
城
祉
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
類
似
し
て
い
る
こ
と
も
、
こ
の
地
の
住
院
敷
地
であった一証である価魑罐繊辨「近江の城下町」桜楓社、昭和蛆。６）。
(１２）１２９
安土・神学校の遺阯
時代のものではなく、昭和四十年代後半に史跡公園を造るために新たに積みあげたものであろう。ともあれ、下豊浦の
イエズス会の伝道と教育の中心が置かれていたと考えて差しつかえなかろう。
安土町教育委員会から来た、「セミナリオ公園」の石垣についての明確な年代に関する質問の回答によると、石垣の
Ｗつ⑫安土城の天主闇に通じる通路入口そばの石jri（乱厨野lhi積み)。［飛者撮影］
ａりいＬ安土Ⅲ丁下豊浦の東康彦邸に残る石垣堺。（切石乱積み）
｢セミナリオ史跡公園」の石垣。（切石乱積み)。
明
確
な
年
代
に
関
す
る
質
問
の
回
答
に
よ
る
と
、
石
垣
の
上
層
は
修
復
さ
れ
て
い
る
が
、
下
層
部
分
は
そ
の
以
前
か
ら
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
し
かし、残念ながら、町役場に石垣についての資料や文書は残存し
て
い
な
い
と
い
う
。
安
土
の
神
学
校
の
位
置
に
言
及
し
た
外
国
側
の
資
料
は
、
ほ
と
ん
ど
皆
無
に
ひ
と
し
い
の
で
あ
る
。
現
在
、
「
セ
ミ
ナ
リ
オ
史
跡
公
園
」
と
あ
る
所
は
、
か
っ
て
廃
材
置
場
と
し
て
使
わ
れ
、
ま
た
「
セ
ミ
ナ
リ
オ
跡
」
の
簡
素
な
標
柱
も
朽
ち
は
て
て
い
た
と
き
、
安
土
町
は
こ
れ
を
史
跡
と
し
て
保
存
す
る
こ
と
を
計
画
し
、
昭
和
五
十
年
二
九
七
五
年
）
下
豊
浦
在
住
の
東
康
正
や
カ
ト
リ
ッ
ク
滋
賀
県
連
合
会
な
ど
の
協
力
を
得
て
こ
ん
に
ち
の
よ
う
な
史
跡
公
園
に
整
備
さ
れ
た
と
い
う
（
三
俣
俊
二
『
安
土
セ
ミ
ナ
リ
オ
』
ひ
が
し
印
刷
）
。
『
近
江
蒲
生
郡
志
巻
三
』
の
四
八
一
頁
に
は
「
安
土
城
下
セ
ミ
ナ
リ
オ
所
在
推
定
図
」
が
添
え
ら
れ
お
り
、
安
土
町
下
豊
浦
の
堀
の
そ
ば
に
「
ダ
イ
ウス」の文字がみえる。これはこの地が神学校の跡地であるとい
う
意
で
あ
る
。
ま
た
今
回
わ
た
し
が
偶
目
す
る
機
会
が
あ
っ
た
こ
の
推
定
図
と
似
た
「
安
土
城
下
史
蹟
図
」
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
）
に
み
ら
れ
る
。
。
●
。
「タイウス」（傍占へ・・は朱色）とある一帯の地は、ほぼ長方形を
な
し
て
い
る
。
現
地
を
訪
れ
た
つ
い
で
に
じ
ぶ
ん
の
足
で
測
っ
て
み
た
と
こ
「堀」の近くに、
128（１３）
ひ
と
つ
は
一
五
九
六
年
（
慶
長
元
年
）
に
ロ
ー
マ
に
お
い
て
刊
行
さ
れ
た
マ
ル
コ
・
ア
ン
ト
ー
ー
オ
・
チ
ァ
ッ
ピ
箸
『
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
オ
十
三
世
伝
』
（巨貝８跨貝○日○○日己己ＨＯＣ冒已§＆ａの』｛⑩計①、。『３の臼廻○コ○ｍ①貝註○員』臼のｓ耳ロミ目、ＱでＱの、、四・鶴日ＨＤ酎駄員○ミヰ①ｓａ８頁』
ミヨ①ミ・『冒烏冒門門日目員３㎡廻曰員、の①『旦自・計』計⑩ｂ・員鷲目ｐ罰・目四］＄③）である。
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
わ
た
し
は
一
」
の
本
の
原
物
を
ま
だ
手
に
と
っ
て
見
て
い
な
い
が
、
英
国
図
書
館
は
架
蔵
し
て
お
り
、
ま
た
国
内
で
は
京
都
大
学
附
属
図
書
館
が
マ
イ
ク
わ
た
し
は
こ
の
本
の
原
物
を
ま
だ
手
に
と
ヱ
ロ
フ
イ
ル
ム
を
所
蔵
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
=l夢壽iﾐﾐ;二！もうひ
と
つ
は
一
九
○
四
年
（
明
治
三
十
七
年
）
に
同
じ
く
ロ
ー
マ
で
刊
行
さ
れ
た
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ポ
ン
コ
ン
パ
ニ
Ⅱ
ル
ド
ヴ
ィ
ジ
箸
『
ロ
ー
マ
を
初
下
セミナリオ史跡公園
とその周辺の地図
ﾌ代津･ｉ１２登Ⅱ|・
長浜線（旧朝
鮮人街道)一二 胆'んぽ
ここに
セミナリヨMjiU
の石碑がある。
i1jiliJ石垣ヂググニデプ N云秀東康彦邸 田んぼ38歩蟻
歩くくい １９１F石垣
畑凸
乢'学校の跡地
れている。 田んほ
MH111i・腿飼線
ろ
、
縦
六
十
四
歩
（
メ
ー
ト
ル
）
、
横
三
十
八
歩
（
メ
ー
ト
ル
）
ほ
どの土地であった。
こ
の
「
セ
ミ
ナ
リ
オ
史
跡
公
園
」
が
あ
る
と
こ
ろ
が
は
た
し
て
、
約
四
百
二
十
年
前
に
神
学
校
が
あ
っ
た
場
所
な
の
か
ど
う
か
、
確
た
る
史
料
に
よ
っ
て
証
明
で
き
な
い
以
上
、
何
と
も
い
え
な
い
の
で
あ
、
、
、
、
、
、
（
弱
）
る。しかしながら、近くの堀から神学校の一月色の屋根瓦が
たくさん発見されたこともあって（下豊浦の故東康正談）、
確
実
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
三
俣
俊
二
『
安
土
セ
ミ
ナ
リ
オ
」
）
。
つ
ぎ
に
問
題
に
す
べ
き
は
神
学
校
の
建
築
様
式
で
あ
る
。
安
土
・
有
馬
・
府
内
・
臼
杵
の
神
学
校
（
ゴ
チ
ッ
ク
様
式
の
三
階
建
の
校
舎
）
を
描
い
た
銅
版
画
が
、
わ
が
国
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
（部）
明
治
一
二
十
年
代
（
一
八
九
○
～
’
九
○
六
年
）
以
後
の
こ
と
で
あ
る
ら
し
い
。
こ
れ
ら
四
つ
の
学
校
を
描
い
た
銅
版
画
は
、
簡
単
な
記
事
と
と
も
に
つ
ぎ
の
二
書
に
み
ら
れ
る
。
(１４）１２７
安土・神学校の進:IIL
書
で
あ
る
が
、
こ
ん
に
ち
両
書
は
稀
潮
本
な
の
で
あ
る
。
めて訪れた両度の日本使節」（甸国口８，８ｍ・ロ８日冒、巳「巴巨・ぐ国邑の己司冒の§のｓ急Ｐｍｓ目①＆ｓｏ旨息・冒閏ロ罰・『目（勗忠Ｉ」日切）．
。○旨ロロ○ぐ』」○○日旨の口耳目因○日四二国。シ南国ロ・勺自可○国四日仲○○日ご巳冒○四局呉］」の」、の唇ｇｏ）という書である。
フ
オ
ト
ス
タ
ッ
ト
わたしは同書を複写写真に撮ったものを東京大学史料編墓所でみたが、二一十八ページに安土・有馬・府内・臼杵の四カ所の学校の銅
版
画
が
そ
え
て
あ
っ
た
。
こ
れ
は
九
州
三
侯
の
天
正
遣
欧
使
節
（
’
五
八
一
一
～
九
○
年
）
と
伊
達
政
宗
の
遣
欧
使
節
（
一
六
一
三
～
’
’
○
年
）
に
関
す
る
研
究
イ
エ
ズ
ス
会
が
日
本
に
お
い
て
創
っ
た
学
校
の
建
築
様
式
に
関
し
て
は
、
誘棗（聴罪耐ロマエ（
■
■
巳 #雛
蕊糺
榊
ノ
９起き、
髪
か
ユ
リ
亀へ昔
議鑑驚蕊
覧繋‐久鍼風信侯薊
P
戸⑰
片0
､鞠
１
分八〃だ戸○ＦＡトム ＩＬ 》・鈩土Ｌ一郭Ｉ礒鋺瘤纒鏑辨辨鵠縢噛卿料些
Ｉ
>、
－
０
Ｊ い
ろ
い
ろ
な
説
が
あ
る
。
illi ／
伊吹山主人ことに|]川泉三が描いた安土・ﾈ111学校とその周辺の地図。［東京大
学史料編纂所蔵］
。
た
と
え
ば
、
だ
い
た
い
に
お
い
て
、
そ
れ
は
日
本
式
の
木
造
家
屋
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
お
寺
の
よ
う
な
姿
を
し
、
そ
れ
に
楼
閣
を
加
え
た
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
される、といった説（浜田耕作「切支丹と芸術」
『
開
国
文
化
」
所
収
）
。
ま
た
日
本
各
地
に
設
け
ら
れ
た
教
会
堂
、
小
さ
な
礼
拝
堂
、
宏
壮
な
会
堂
、
住
院
、
学
林
な
ど
、
そ
れ
ら
に
多
少
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
様
式
が
加
え
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
ほ
ぼ
仏
寺
風
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
、
と
い
っ
た
も
の
（
岡
田
章
雄
「
南
蛮
寺
の建築」「南蛮帖』所収、地人書館）。
岡
本
良
知
二
九
○
○
～
七
二
、
歴
史
学
者
）
の
説
に
よ
る
と
、
先
に
の
べ
た
イ
タ
リ
ア
の
二
書
に
み
ら
れ
（訂）
る
学
校
の
銅
版
画
四
点
は
い
ず
れ
も
架
元
二
の
図
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。
さ
て
オ
ル
ガ
ン
チ
ノ
は
土
地
を
確
保
す
る
と
、
な
る
126（１５）
と
あ
る
。
裏
面
に
十
字
架
の
模
様
が
つ
い
て
い
た
）
類
を
も
っ
て
オ
ル
ガ
ン
チ
ノ
を
訪
れ
た
。
パ
ー
ド
レ
カ
－
ザ
信
長
は
安
土
山
の
ふ
も
と
に
司
祭
ら
が
い
う
修
道
院
や
司
祭
館
が
で
き
る
こ
と
を
大
層
よ
ろ
こ
び
、
オ
ル
ガ
ン
チ
ノ
を
優
遇
し
、
そ
の
建
築
事
業
を
ほ
め
、
地所が狭いといえば家臣の住居を四、五軒立ちのかせたり、経費の一部にと二○○クルザード（◎目印目・は昔のポルトガルの金銀貨、
裏
面
に
十
字
架
の
模
様
が
つ
い
て
い
た
）
贈
っ
た
り
し
た
。
ま
た
工
事
中
の
建
物
を
い
つ
も
眼
下
に
見
て
い
た
の
で
、
十
五
日
か
二
十
日
ご
と
に
果
物
や
菓
子
、
、
、
、
フロイスによると、オルガンチノはきわめて太く、厚い石垣をもって地所の一一一方を囲んだといい、それは建物に美観をそえたという。
セ
ミ
ナ
リ
オ
し
か
し
、
安
土
に
建
て
よ
う
と
し
た
の
は
、
神
学
校
の
建
物
一
つ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
当然、教会堂や住院なども建てることを計画されていた。ダェェロ・パルトリの『イエズス会史』（一六六○年ローマ刊）に、「すで（弱）
に
オ
ル
ガ
ン
チ
ノ
は
心
の
中
で
安
土
（
山
）
に
教
会
、
学
院
、
神
学
校
を
建
て
る
こ
と
を
構
想
し
て
い
た
。
そ
の
こ
ろ
安
土
山
に
は
日
本
帝
国
の
城
が
あ
っ
た
」
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
安土の神学校は、和洋折衷の木造一一一階建であったと推測される。信長は城の瓦とおなじ青色の瓦で屋根をふくことを許したが、瓦に
（知）
は
金
箔
を
用
い
な
か
っ
た
。
ひ
じ
ょ
う
に
均
整
の
と
れ
た
建
物
の
側
面
は
、
石
灰
で
塗
ら
れ
て
い
た
。
各
階
の
特
徴
を
要
約
す
る
、
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
マルコ・アントニオ・チアッピ箸『教皇
グレゴリオ１３世伝」（1596年刊）にみら
れる有馬（上）と安土(下）の神学校の図。
べ
く
短
期
間
に
気
品
の
あ
る
豪
華
な
学
校
を
建
て
よ
う
と
決
心
し
た
。
キ
リ
シ
タ
ン
信
徒らもできるだけ援助を申しでた。金銭、米、木材などを提供するもの、
また労役を提供する者などがいた。ことにキリシタン大名の高山右近（ド
（胡）
ン
・
ジ
ュ
ス
ト
）
は
、
人
夫
千
五
百
人
を
出
し
て
工
事
を
助
け
た
し
、
そ
の
他
諸
国
の
領主たちもかなりの数の人夫を派遣して現場で働かせた。さらに工事にと
セ
ミ
ナ
リ
オ
っ
て
幸
い
し
た
の
は
、
京
都
に
家
数
軒
と
子
供
た
ち
の
た
め
の
神
学
校
を
つ
く
る
た
め
に
備
蓄
さ
れ
て
い
た
多
く
の
木
材
で
あ
り
、
そ
れ
が
こ
の
工
事
の
遂
行
に
と
っ
て
大
い
に
助
け
に
な
っ
た
（
フ
ロ
イ
ス
『
日
本
史
３
」
）
。
(１６）１２５
安土。神学校の遺吐
ロ
イ
ス
）
。
ま
た
神
父
の
居
室
が
あ
っ
た
。
｜
｜
｜
階
…
…
大
広
間
が
あ
っ
て
、
神
学
校
（
教
場
）
と
し
て
用
い
ら
れ
た
’一階……日本風に一一一方に廊下をめぐらした部屋一一十室（８曰くの目←の８日胃四ｍ８旨の口の８国の」・局の、四］○の国の』・門》四］目・」・Ｐｐの、の四８ｍ目目可四
（虹）
ふ
す
ま
のロ白四℃。ご）があった（ヴァリニャーノ）。それらの部屋は襖によって仕切られていて、すぐに一つの広間に変えることができた（フ
サ
シ
キ
｜階：…・良質の材木を用いて造った座敷があり、
に
寝
室
が
二
十
あ
っ
た
（
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
）
。
神
学
校
の
建
物
は
適
度
に
長
く
、
町
の
す
べ
て
の
家
屋
の
中
で
そ
び
え
立
っ
て
い
た
か
ら
、
毎
日
の
よ
う
に
様
々
な
武
将
た
ち
が
見
物
に
き
た
。
以
上
述
べ
た
も
の
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
建
物
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
よ
う
か
。
こ
こ
で
参
考
に
な
る
（蝿）
の
は
、
さ
ま
ざ
ま
の
南
蛮
屏
風
に
描
か
れ
て
い
る
南
蛮
寺
（
教
〈
云
堂
）
の
姿
で
あ
る
。
そ
こ
に
描
写されているものは必ずしもじっさいの建物を表わしているとはいえないが、教会
堂の建築様式の多くは、日本風の寺院をほうふつさせるものである。中には和洋折
衷の様式のものも見かける。いずれも屋根のうえに十字架がのっている。
日
本
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
建
築
に
関
す
る
貴
重
な
一
資
料
（
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
ヴ
ァ
リ
ニャーノが執筆した「日本にわが教館および（教）会堂を建つるに保持せらるべき
（狸）
様式」［□・己。＆・口巨の的の百号国の苫甘罫◎ミヨ・のＱｍ８ｍの。：温風Ｑの①三角冒口・］
カ
タ
ン
ギ
（「日本の風俗と気質に関する注意と鑿｜自戒」［僅号９註冒の貝・印のロミ印・ｍＱＱの、Ｂａ。、
８ｍ目ミ＄の８日品匡の②ａの＆日冒ロ・］所収）を得て、その内容を発表したのは岡本
良
知
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
自
著
「
桃
山
時
代
の
キ
リ
ス
ト
文
化
』
東
洋
堂
、
昭
和
羽
・
１
）
の
そ
こ
に
外
部
の
者
を
泊
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
座
敷
に
は
茶
の
湯
の
場
所
が
あ
っ
た
（
フ
ロ
イ
ス
）
。
ほ
か
（蛇）
（フロイース）。その他、生徒の部屋があった。
124（１７）
「桃山時代のキリスト教建築」において、イエズス会の建物のすべては、日本人の立ち振舞に適するように、すなわち和風の建築でな
くてはならず、その設計は日本人の工匠にまかせるべきと、説明している。
もっとも重要なのは、天主堂（教会堂）であり、それはヨーロッパ風の造りとし、日本の寺院の様式を採ってはならないとした。礼
拝堂の両側の身廊の下は畳をしきつめ、日本人の男女が坐して礼拝できるようにし、十字架を正面にみる祭壇の前だけを板敷きとする
よう規定した（同書、六六頁）。
安
土
の
神
学
校
は
、
’
五
八
○
年
（
天
正
八
年
）
に
設
立
さ
れ
、
早
く
も
翌
々
年
の
一
五
八
二
年
に
、
明
智
光
秀
の
軍
勢
が
安
土
城
と
町
を
襲
っ
た
と
き
、
（妬）
無残にも破壊されてしまった。わずか一一年ほどの命であった。安土の神学校が潰滅する直前の教師は、つぎの七名であるが、氏名・職
階
・
担
当
科
目
な
ど
を
記
そ
う
。
神
学
校
の
教
師
と
授
業
内
容
。
司祭……ジョヴァン一一・フランシスコ。ステファノー一一（の】。ご自日国：ｇｍ８ｍ牙の目自・日）。’五四○年か四二年にローマで生まれ、一六
一
二
年
二
月
二
十
六
日
（
慶
長
十
七
年
一
月
一
一
十
五
日
）
長
崎
で
没
す
。
告
解
を
聴
く
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
日
本
語
能
力
を
も
つ
。
ラ
テ
ン
語
を
担
当
？
イ
ル
マ
ウ
ン
助修士：…・シメアン・デ・アルメイダ（ｍ】日の山・」の少］日の］：）。生年月日不詳。一五八四年一一一月（天正十一一年二月）高槻において死去。ボルト
司祭……オルガンチノ・グネッキ・ソルド（○岡目寸冒・○ロの・・嵐の・己。）。生年月日不詳。’六○九年四月一一十二日（慶長十四年三月十八日）
長
崎
で
没
す
。
安
土
。
神
学
校
の
初
代
の
院
長
。
ア
ル
プ
ス
地
方
ト
レ
ン
ト
の
南
部
ｌ
カ
ス
ト
の
出
身
。
’
五
五
六
年
（
弘
治
二
年
）
フ
ェ
ラ
ラ
で
イ
エ
ズ
ス
会
に
入
会
、
一
五
六
○
年
秋
か
ら
ロ
ー
マ
学
院
で
哲
学
と
神
学
を
ま
な
ん
だ
。
日
本
を
第
二
の
故
郷
と
み
な
し
た
。
多
年
に
わ
た
っ
て
都
の
布
教
地
区
の
上長をつとめた。
ガ
ル
人
。
ラ
テ
ン
語
を
教
え
た
。
ディオゴ。ペレイラ（□】一
係
、
門
番
な
ど
を
勤
め
た
。
日
一 （口○四・句の周の甘口）。’五五○か五一年にインドのコチンで生まれ、
日
本
語
を
よ
く
話
し
た
が
、
授
業
に
は
関
わ
ら
な
か
っ
た
。
の
ち
マ
カ
オ
で
死
去
。
学
校
の
聖
器
係
、
看
護
(１８）１２３
安土。神学校の遺阯
史
（打）
神
学
校
の
建
物
が
完
成
し
た
と
き
、
有
馬
の
神
学
校
と
お
な
じ
規
則
と
手
続
に
よ
っ
て
生
徒
の
収
容
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
が
、
院
長
オ
ル
ガ
ン
チ
ー
ノ
が
直
面
し
た
の
は
、
学
校
に
ふ
さ
わ
し
い
生
徒
を
ど
の
よ
う
に
集
め
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
親
た
ち
は
神
学
校
は
何
を
す
る
と
こ
ろ
か
、
そ
の
目
的
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
子
供
を
そ
こ
へ
遣
る
こ
と
を
嫌
っ
た
し
、
少
年
た
ち
も
自
由
を
奪
わ
れ
る
こ
と
、
仏
僧
の
あ
い
だ
で
習
慣
と
な
っ
て
い
る
剃
髪
を
恐
れ
た
。
そ
こ
で
オ
ル
ガ
ン
チ
ノ
は
高
槻
へ
出
か
け
、
高
山
右
近
の
家
臣
の
子
弟
の
な
か
か
ら
八
名
ほ
ど
の
少
年
を
選
び
、
祭
に
こ
と
よ
せ
て
安
土
に
招
き
、
司
祭
ら
が
教
会
に
留
ま
る
よ
う
諄
々
と
説
い
た
結
果
、
か
れ
ら
は
司
祭
の
こ
と
ば
に
従
い
、
自
ら
の
手
で
髪
を
切
っ
た
。
そ
の
後
、
オ
ル
ガ
ン
チ
ノ
は
領
主
の
右
近
に
手
紙
を
出
し
、
親
た
ち
が
こ
の
件
を
甘
受
し
て
く
れ
る
よ
う
働
き
か
け
た
。
や
が
て
領
主
右
近
の
術
策
が
効
を
奏
し
、
親
も
納
得
し
た
（
フ
ロ
イ
ス
『
日
本
生
徒
数
は
一
定
せ
ず
、
多
少
の
増
減
が
あ
り
、
た
と
え
ば
ヨ
五
八
一
年
の
日
本
年
報
』
は
「
パ
ー
ド
レ
・
オ
ル
ガ
ン
チ
ノ
が
、
こ
の
目
的
の
た
め
に
集
め
、
、
、
、
、
（蛆）
た少年武士一一十五、六名が今ここに居り、：：：」といい、まだダニエロ・バルトリの「イエズス会史」（’六六○年ローマ刊）は、「そ
、
、
、
、
（⑫）
し
て
当
地
に
は
と
く
に
二
十
六
名
の
高
貴
な
る
若
者
ら
が
い
る
が
、
か
れ
ら
を
集
め
た
の
は
オ
ル
ガ
ン
チ
ノ
神
父
で
あ
っ
た
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
一
条
は
３」）。
ア
リ
ニ
ャ
ー
ノ
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
。
司祭……ジュゼッペ・フォルナレッテ（の目印ｇ］
ァ
の
古
い
貴
族
の
出
身
と
さ
れ
、
一
五
七
戸
布
教
事
業
に
専
念
し
た
。
し
か
し
、
ア
ル
メ
〃
ジ
ェ
ロ
ニ
モ
・
ヴ
ァ
ス
（
］
の
毎
．
日
日
・
ぐ
閏
）
。
生
年
月
日
不
詳
。
一
五
八
八
年
十
二
月
（
天
正
十
六
年
十
月
）
長
崎
に
お
い
て
死
去
。
一
五
七
九
年
日
本
に
お
い
て
イ
エ
ズ
ス
会
に
入
会
。
安
土
の
神
学
校
に
お
け
る
仕
事
に
つ
い
て
は
不
明
。
イ
ル
マ
ウ
ン
助修士……ヴィセンテとういん（く］ロの目の曰・］ロ）。医師・パウロ養方軒の子として天文九年（’五四○）若狭に生まれ、慶長十五年（’六一○）
京
都
に
お
い
て
死
去
。
日
本
文
字
と
漢
字
に
つ
い
て
豊
富
な
知
識
を
も
ち
、
福
音
書
。
聖
人
伝
な
ど
を
翻
訳
し
た
。
安
土
の
神
学
校
で
は
日
本
文
学
や
仏
教
（蛆）
（
各
宗
派
の
本
】
曰
）
を
お
し
え
、
ま
た
隣
接
す
る
諸
村
に
お
い
て
説
教
な
ど
を
し
た
。
日
本
で
入
会
し
た
稀
有
の
才
能
を
も
つ
人
々
の
ひ
と
り
で
あ
り
、
ヴ
（の目印の弓の句・冒四］の豊）。一五四五年か四六年にヴェーースに生まれた。没年については不詳。北イタリ
一
五
七
一
年
（
元
亀
二
年
）
イ
エ
ズ
ス
会
に
入
る
。
’
五
七
六
年
極
東
に
派
遣
さ
れ
る
。
あ
ま
り
神
学
校
と
は
関
わ
ら
ず
ア
ル
メ
イ
グ
が
病
気
に
な
っ
た
と
き
、
ラ
テ
ン
語
を
担
当
し
た
。
2２（１９）
フロイスの「日本史』を参考にして書いたものであろう。
のちに入校した者を含めて入学者の氏名が判明しているものを記すと、つぎのようになる。
［入学年度がはっきりしない者］
率莎一一フ恒グォ……｛躰一……：元亀元年（’五七○）ごろ、近江国永原（現・滋賀県野洲町）で生まれたと推定される。入学年度不詳。一五八八年
キァン福永ともいう）（天正十六年）イエズス会に入る。’六一一一三年七月一一一十一日（寛永十年六月二十二日）長崎で穴吊り刑により殉教。
き
よ
み
ず
清水ジョァン（ヤマ）：…・永禄十年（’五六七）ごろ津の国に生まれ、’五八一年ごろ安土の神学校に入学。’六一四年（慶長十九）マカオに
追
放
さ
れ
る
が
六
年
後
秘
か
に
帰
国
。
一
六
三
三
年
（
寛
永
十
年
）
穴
吊
り
の
刑
に
よ
り
江
戸
で
殉
教
。
二五八一年（天正九年）の入学者］
さ
ん
か
（副〉
｜へ霜ケレー孔一計…：…〈沙…元亀元年（’五七○）ごろ河内国一二箇に生まれ、九歳のとき教会に送られ、のち伝道士になるが、’六一一一一年九月十
キ
ウ
ニ
と
も
い
う
）
日
（
元
和
八
年
八
月
五
日
）
長
崎
の
西
坂
で
火
あ
ぶ
り
の
刑
に
あ
う
。
伊
智
地
マ
ン
シ
ョ
…
…
…
…
…
元
亀
三
年
（
’
五
七
二
）
河
内
国
に
生
ま
れ
る
。
高
山
右
近
の
義
兄
弟
。
伊
智
地
文
太
夫
の
息
子
。
一
五
九
一
一
年
（
文
禄
元
年
）
天
草
に
富田メルショール……．．…・生没年不詳。一五八二年（天正十年）イエズス会に入る。
紀
の
国
鳥
飼
ト
マ
ス
…
…
…
…
生
没
年
不
詳
。
一
五
八
二
年
（
天
正
十
年
）
イ
エ
ズ
ス
会
に
入
る
。
三
木
パ
ウ
ロ
…
…
…
…
…
…
…
永
禄
十
年
（
一
五
六
七
）
ご
ろ
、
徳
島
の
士
族
三
木
半
太
夫
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
’
五
八
六
年
（
天
正
十
四
年
）
イ
エ
ズ
ス
会
に
入
会
。
一五九七年二月五日（慶長元年十二月十九、）長崎の西坂ではりつけになる。
伊智地シモン…・・・…………永禄十年（一五六七年）河内国に生まれる。前述伊智地マンショの兄弟。一五八七年（天正十五年）有馬に移る。
伊東祐勝ジェローーモ………元亀元年（一五七○）日向の領主伊東義益の次男に生まれる。一五九一一一年（文禄二年）に死去。
マティアス。ショ…………生没年不詳。イエズス会に入るが、のち脱会。
近
江
の
ジ
ュ
リ
オ
…
…
…
…
…
生
没
年
不
詳
。
’
五
八
六
年
（
天
正
十
四
年
）
イ
エ
ズ
ス
会
に
入
る
が
、
一
五
九
二
年
（
文
禄
元
年
）
脱
会
の
の
ち
背
教
。
（謀屯》媚。》）（天正十年）の入学者］
て死去。
■
(２０）１２１
安土 神学校の遺土Ⅲ
諸
学
科
の
中
で
も
い
ち
ば
ん
重
要
な
科
目
で
あ
っ
た
の
は
ラ
テ
ン
語
で
あ
る
。
が
、
安
土
の
神
学
校
で
は
ど
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
を
使
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
そ
れ
を
教
え
た
も
の
か
明
ら
か
で
な
い
。
文
体
が
逆
で
あ
り
、
き
わ
め
て
奇
異
な
こ
の
言
語
は
、
「
充
分
な
余
暇
と
必
要
な
施
設
が
あ
っ
て
、
少
年
時
代
か
ら
と
こ
ろ
）
を
教
え
“
ヒ
イ
ッ
ソ
ヒ
ヤ
哲
学
と
は
、
「
ル事」であった。
「契利斯督記」の中に、。
ついて記されている。こし
ところ）を教えたようだ。
（記）
巡察使ヴァリニャーノが作製した「神学校内規」によると、生徒はローマ字、ラテン文字、［口本文字の読み書き、日本史、仏教など
を
習
っ
た
の
ち
、
古
典
ラ
テ
ン
語
の
文
法
（
構
文
論
）
を
教
わ
る
。
ラ
テ
ン
語
を
十
分
修
め
た
ら
他
の
学
課
、
と
く
に
道
徳
を
学
ぶ
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、
そ
の
他
の
非
キ
リ
ス
ト
教
的
な
作
品
を
読
ま
な
い
よ
う
に
配
慮
し
た
。
そ
の
他
、
算
術
・
唱
歌
・
作
法
な
ど
の
ほ
か
、
｜
部
の
生
徒
に
は
、
楽
器
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
ス
ピ
ネ
ッ
タ
、
オ
ル
ガ
ン
）
な
ど
の
演
奏
や
西
洋
画
の
描
き
方
、
銅
版
の
彫
刻
法
な
ど
も
教
え
た
。
学
問
の
進
ん
だ
生
徒
は
、
日
本
語
の
教
科
書
に
よ
っ
て
神
学
や
哲
学
を
学
び
、
ま
た
弁
論
や
説
教
の
練
習
な
ど
を
し
た
。
『
続
々
群
書
類
従
第
十
二
』
の
キ
リ
ス
ト
（
訂
）
「契利斯督記」の中に、「学文之事」としてヨーロッパの学術（修辞学、哲学、》叩理学、数学、法律学、神学など）のおおよその内容に
こ
う
よ
う
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
学
科
は
す
べ
て
神
学
校
の
生
徒
に
課
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
哲
学
や
神
学
に
つ
い
て
い
え
ば
、
そ
の
綱
要
（
主
要
な
安土の神学校は、←（弱）
信韻二を高めるために、
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ア
エ
か
グ
ー
ス
かくして神学校の授業は、八名の少年に他の少年たち（年齢は九歳から十八歳位まで）ユム〕加わって始まるのだが、天正十年（一五
お
き
の
し
ま
八一一年）六月、本能寺の変のあと、安土の町が明智軍に襲われる懸念があるため、司祭と生徒たちが一時琵琶湖中の小島（沖島）に避
（則）
難したときの生徒数は一一十八、九名、神父や修道士らを含めると、計一一一十四、五名の者が神学校にいたと推定されている。
安
土
の
神
学
校
は
、
有
馬
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
同
一
の
注
意
・
規
則
お
よ
び
時
間
割
を
あ
た
え
ら
れ
て
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
あ
る
が
、
神
学
校
と
し
て
の
（弱）
信
望
を
高
め
る
た
め
に
、
し
ば
ら
く
の
間
入
学
で
き
る
の
は
侍
の
子
弟
だ
け
で
あ
っ
た
。
生
徒
ら
は
概
し
て
や
さ
し
く
扱
わ
れ
た
が
、
と
き
に
き
び
し
く
回
割
せ
（記）
五
幾
内
の
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
…
：
…
一
五
八
一
年
ご
ろ
、
安
土
の
神
学
校
に
入
学
。
一
五
八
六
年
（
天
正
十
四
年
）
イ
エ
ズ
ス
会
に
入
会
。
あ
る
ほ
ど
と
く
一プヨロチヤハ
か
な
か
く
ら
ん
つ
か
ま
「
世
界
二
在
程
ノ
物
性
徳
ヲ
、
四
年
ノ
間
一
一
知
学
ニ
テ
候
」
と
い
っ
た
も
の
で
、
神
学
と
は
「
デ
ウ
ス
ノ
万
事
二
叶
上
絵
フ
所
ヲ
学
文
仕
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な
ど
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
で
あ
る
。
ペ
ド
ロ
・
カ
ミ
ゲ
ル
。
メ
マ
ル
チ
ノ
原
デ
ィ
エ
ゴ
結
城
ペ
ド
ロ
・
‐
刀
ス
イ
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
。
ミ
ゲ
ル
・
ゴ
ト
ー
セ
パ
ス
チ
ャ
ン
木
村
ロ
マ
ン
西 。，〆，ノエス（日本名。後藤了順）
（皿）
ド
ウ
ラ
ー
ド
襖1』I1lilj物館（MuseodeMacau）にある印刷機
の模型。［筆者撮影］
（冊）
学習を始める者でなければ達成することは不可能」なょものであった。日本布教長
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
カ
プ
ラ
ル
が
ま
だ
日
本
に
い
た
こ
ろ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
互
い
に
交
わ
す
会
話の内容を日本人にさとられないようにするためにポルトガル語を教えなかった
（別）
し、また［ロ本人を司祭にさせないためにラテン語を教えなかった。
初
期
に
お
い
て
日
本
人
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
学
舎
に
お
い
て
学
ん
だ
こ
と
は
な
く
、
通
訳
と
し
て
勤
め
る
う
え
で
個
人
的
に
教
授
を
う
け
た
に
す
ぎ
な
い
。
の
ち
に
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
に
よ
って創設された神学校においても、ポルトガル語は正規の科目として教えること
（帥）
は
な
か
っ
た
。
と
も
か
く
神
学
生
の
頭
を
さ
ん
ざ
ん
悩
ま
せ
た
ラ
テ
ン
語
を
、
し
っ
か
り
と
習
い
お
さ
め
た
日
本
人
が
後
年
少
数
な
が
ら
誕
生
し
た
。
た
と
え
ば
、
(２２）１１９
安土。神学校の遺阯
日本における正式なラテン語教育は、イエズス会の教育機関においてはじまったのであるが、当初じゅうぶんな成果をあげなかった。
日本語とラテン語に通暁した宣教師がいなかったし、また何よりも刊本による教科書が不足しており、生徒は中国（マカオ）で印刷し
（⑫）
運んでもらったラテン語の本とか、神父が所持する本を借りて、謄写せざるを得なかったからである。けれどヴァリニャーノが再来曰
（閉）
した一五九五年（文禄四年）になると、マカオから舶載した印刷機（胃のｐｍｐ層。、罵陛］８）によって教科書が刷られるようになり、こ
れによってラテン語の学習はすこし楽になったばかりか、学習も著しく進歩した。
つぎに掲げるものは、天草や長崎などで刊行された代表的な語学書や辞書の類である。これらのキリシタン版は、後年生徒がラテン
（“）
語を学んだり、あるいは宣教師が日本語を学習するさいに、テキストまたは参考藝曰として編述刊行されたものである。
【毎円面辮駄.〃鍛〆…ザ意寅
EKiimiIANV〕ＥＨ
ＬＩＳＡＬＶＡＩＵＥＳＯ－
ＣＩＥＴＡＴＥＩＥＳＶ
ｌ刀EINSTITVTIONBGnAMMATIC圧．ＬｌＩＭｕＴＲ面５．
ｃ･叩燥ii9蝋搬…!…。
マノェル。アルヴァレス箸『ラテン語文血〈」（固目口目ぐの］〕の少」ぐ口邑の、。Ｂの冒什の円の、ご□①円ゴの就冒註・詞の①日『弓冒は８旧３１可の②．
□○己屋、旦曰○員ｇｍＰ８のの、罫（颪の目司の日威○岳でｓｏ日８日○○」』の四○鈩日③２ｍのロの】の○ｓの冒辻の閂の、ごｏく日甸凹目］ずｇの、ぐ己の国○門ご曰・少■ロ○旨・ロ・Ｈｏｐ［［・
このラテン語は、”イエズス会のマノエル。アルヴァレスの文法入門（三巻）。日本語の解説には、動詞の活用を添付した。長老の許可をえて、
コ
レ
ジ
オ
一五九四年天草のイエズス〈雪の学院で刊行〃ほどの意）。
； 秤,i韓繭引織
？
’
．
！
】虞Ｃ・唾r鎖ＩｉｍＯＡＭＡＣＷ
１ｓＥＮｓＫ蔑｡画lETATl5JEsv､｡②
ＣＹＫfFApYLTAT屍ｓＶＩ２ｍｔｌＯＪｌＷｉＹｏ
ＡＮＮＯＭ、､ＸＣＩＩＩｉトー！；；・…塗
天草版マノエル・アルヴァレス箸「ラ
テン語文典』（1594年刊)。Biblioteca
PUblicadeEvora蔵。［筆者撮影］
マ
ノ
ェ
ル
。
バ
ヘ
ッ
ト
箸
「
聖
教
精
華
」
（
閂
田
○
ｍ
ｇ
【
ロ
①
寓
烏
忌
目
の
』
§
苫
・
昌
曰の②目ミ自註》ｍ・ｂＣａｏ己冒》①叶冒巴叱昌ごミ、言』。Ｂ□ず。『ごミ、｛○ユ冒盲の、の｛の①註・
勺の旨因目四目’ロの」のＨｐ団四国の計‐日ロ巴宮田曰ロ日Ｐご局の、ご茸の局皀目ｍｏＣ］の曰ごｍＨ固のぐ・○口目
毎日］ず目の○局ｓ己ｐＨ》）陣のロ己の国○滝口目二口口ｍＰｍ⑫こぐ】】・目○○」』の四○毎℃○口〕８
マ
ノ
エ
ル
。
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
箸
『
ラ
テ
ン
・
日
本
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
規
則
動
詞
変
化
」
（巨目・の］し］ご胃の、坤○。ご巨四巨凰・ａ・のどの】‐ＧＣｍＲｍミミ．＄の冒旧Ｑ駄冒）色目。ごｍ画の
、。、目、巨冊……’五九四年（文禄三年）天草の学院で刊行）
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長
崎
版
『
聖
教
精
華
』
（
一
六
一
○
年
［
慶
長
十
五
年
］
刊
）
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
生
ま
れ
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
マ
ノ
ェ
ル
・
バ
ヘ
ッ
ト
が
、
新
旧
両
約
聖
書
や
ギ
リ
シ
ャ
、
ロ
ー
マ
の
著
名
人
の
著
書
か
ら
文
章
を
抜
い
て
編
述
刊
行
し
た
一
種
の
名
家
文
集
で
あ
る
。
こ
の
中
に
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、
プ
ラ
ト
ン
、
セ
ネ
カ
、
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
、
ホ
ー
マ
ー
、
シ
ー
ザ
ー
、
キ
ヶ
ロ
、
バ
ー
ジ
ル
等
の
詞
章
が
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
排
列
、
採
録
さ
れ
て
い
る
。
つぎにラテン語学習の参考書として用いられたと考えられるものに、つぎのような天草版『ラテン、ポルトガル、日本語対訳辞典」
瀞
４ 砧9僧iiRM71「ITESTAMIBNIIOSごI〕OCTORVMD
LT.､71Ｗ｡ハノ"JWjHlLCMiOEHDlい゛ＭｌｌＬＩＪＩＫｊｌＩ１&HEI｣脳ＣＴＬ
Ｆ
［
''鋤協IllH雛Ｉ!：:鯛?}雛…｜,；１
１岡
ｑ《｛ 13[1＄
＄
(､Ｉ 葱．１蛙『Ｉ
,二iliAiiiilMlfiimL:ｌＩ
－麹
０
４
甲
。
長崎版マノエル・バヘット箸『聖教
精華』（1610年刊）の中扉。Bibloteca
PdblicadePorto蔵。［筆者撮影］
同.12:の表紙（元装)。
天草版『ラテン語文典』（たて恥叩、よ｝」雌、、厚さ躯、、用紙は鳥の子紙、
、
、
七
一
頁
）
は
、
現
在
の
語
学
書
の
な
か
で
最
も
早
く
出
版
さ
れ
た
も
の
で
、
抄
本
で
あ
る
。
内
容
は
、
日
葡
の
説
明
文
例
、
ラ
テ
ン
語
・
日
本
語
・
葡
語
の
動
詞
活
用
、
ギ
リ
シ
ャ
・
ラ
テ
ン
の
古
典
か
ら
の
引
用
文
が
み
ら
れ
る
。
著
者
の
マ
ノ
ェ
ル
・
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
（
’
五
二
六
～
八
二
）
は
、
葡
領
マ
デ
イ
ラ
島
の
生
ま
れ
で
あ
り
、
’
五
四
六
年
（
天
文
十
五
年
）
イ
エ
ズ
ス
会
に
入
会
し
た
。
ラ
テ
ン
語
、
ギ
リ
シ
ャ
語
、
へ
プ
ラ
イ
語
な
ど
に
通
じ
、
コ
イ
ン
ブ
ラ
、
エ
ヴ
（開）
オ
ラ
、
リ
ス
ボ
ン
な
ど
で
学
院
長
を
勤
め
た
。
「
ラ
テ
ン
語
文
典
』
は
、
’
五
七
一
一
年
（
元
亀
三
年
）
に
リ
ス
ボ
ン
で
刊
行
さ
れ
る
と
直
ち
に好評を博し、イエズス会の学校はこぞって同書をテキストとして採用した。十
七
世
紀
以
後
、
こ
の
文
法
書
は
各
地
に
お
い
て
ま
す
ま
す
版
を
か
さ
ね
、
総
計
三
百
種
類
以
上
も
の
刊
行
を
み
た
。
…
…
ｍ
…
…
鈩
目
・
ロ
・
日
目
星
Ｂ
貝
こ
の
ラ
テ
ン
語
は
、
“
フ
ロ
ス
ク
リ
ー
旧新約聖書、教会の博士、すぐれた作品から精選した詞華集。イエズス会の司祭ル
シ
タ
ー
ー
ァ
の
マ
ノ
ェ
ル
・
バ
ヘ
ッ
ト
箸
。
長
崎
の
教
区
司
祭
な
ら
び
に
長
老
の
許
可
を
え
て
、
日
本
の
長
崎
に
あ
る
イ
エ
ズ
ス
会
の
学
院
で
一
六
一
○
年
に
刊
行
”
ほ
ど
の
意
）
(２４）１１７
安土。神学校の遺吐
（
’
五
九
五
年
［
文
禄
四
年
］
）
が
あ
る
。
□弓は○弓Ｐ『ご冒旧貝冒○いこい『日員８己』聾ｏｎ目已○己８己の澄崔。＆「○巴ヨロミの目曰く。］巨日目の』のごＨＣＨｐ頁ｐｐＨＥＰＰ○○日尉巴のロ○口目日丘皀の
△
Ａ
yDIJ
W白･
Gd単
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１
プテイジヤン師の『羅日辞典』（1870年ローマ刊)。［上智大学キリシタン文庫蔵］
こ
の
辞
典
は
（
読
者
へ
の
「
序
」
二
頁
、
本
文
九
○
｜
頁
、
付
録
四
頁
、
正
誤
表
二
頁
）
は
、
全
部
で
九
○
九
頁
あ
る
。
見
出
し
語
は
、
三
二
○
○
○
以
上
も
あ
る
。
’
八
六
九
年
（
明
治
二
年
）
長
崎
・
大
浦
天
主
堂
の
司
祭
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
タ
ー
デ
。
プ
テ
ィ
ジ
ャ
ン
（
’
八
二
九
～
八
四
、
長
崎
で
没
）
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ニ
ラ
に
お
い
て
こ
ご局○已邑君什ロロ】目○○○門ｐＨロ）Ｐロ山ＨｐｐｏＨｐ］口ｐＨ口）四ＣＰＰ］ず、□回Ｈロ四』》ｍ粍口］ｐｐｍ
口、詳口は、）ｏＨｐ目の、ごｏＣｍご巨居口巴囚口」陣○四盆○口の、》の］の、回口は○円のＰ》」］ロのロロ】ロ〕○。】
四℃ご○ロロロ寸巨目曰くの二日）鮮血埼日旨日厨己○日３の甘宮の回寸口註の》Ｐ口四の田目旨。
］ｓｏ目四丘○℃のＨ四目口四口⑫←）ロの○回○口固巨局○℃の。門口》Ｐ皀甘Ｈ四℃○口片口虎の員巨○口の日
四二ｓ切目目・甘鈩日四。『の四目○○］］の四○毎℃○日８ｍ○ｓの←ｇ〕の円の、ご日日
註呂』冒訂ｍｐｂの邑○胃昌ロレロ旨○言・□・〆○ぐ・
（
こ
の
ラ
テ
ン
語
は
、
〃
ア
ン
ブ
ロ
ジ
オ
・
カ
レ
ピ
ー
ノ
の
著
書
か
ら
編
ん
だ
「
ラ
テ
ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
・
日
本
語
辞
典
」
ｌ
地
名
・
人
名
と
い
っ
た
固
有
名
詞
や
あ
ま
り
用
い
ら
れ
な
い
も
の
は
省
略
し
た
。
す
べ
て
の
語
彙
の
意
味
、
上
品
な
も
の
、
語
法
な
ど
を
添えたもの。同書は、ラテン語の慣用語法を熱心にまなぶ日本青年ばかりか、
日
本
語
を
さ
ら
に
学
ぼ
う
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
か
ら
も
利
用
さ
れ
、
か
れ
ら
に
恩
恵
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
．
’
一
五
九
五
年
、
長
老
の
許
可
を
え
て
、
日
本
の
天
草
に
あ
る
イ
エ
ズ
ス
会
の
学
院
に
お
い
て
刊
行
〃
ほ
ど
の
意
）
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の
辞
典
を
発
見
し
、
そ
れ
を
曰
本
に
持
ち
信
伊目冒・‐閂Ｓ・亘巳冒）として刊行した。
安
土
の
神
学
校
で
は
、
ど
の
よ
う
な
ラ
テ
ン
語
教
育
が
行
な
わ
れ
て
い
た
も
の
か
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
史
料
は
な
い
よ
う
だ
。
そ
の
教
授
法
や
使
用
し
た
テ
キ
ス
ト
な
ど
は
、
他
の
神
学
校
で
用
い
た
も
の
と
大
同
小
異
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
も
か
く
神
学
校
の
生
徒
に
と
っ
て
ラ
テ
ン
語
は
、
け
っ
し
て
楽
し
い
学
習
で
は
な
か
っ
た
。
か
れ
ら
は
強
制
さ
れ
る
ラ
テ
ン
語
の
学
習
に
よ
ろ
こ
び
を
見
い
出
せ
ず
、
嫌
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
は
理
由
が
あ
る
。
辞
引
は
語
学
の
学
習
に
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
れ
が
な
い
と
学
び
よ
う
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
あ
り
え
有
家
（
島
原
半
島
南
東
部
、
島
原
湾
に
の
ぞ
む
町
）
の
神
学
校
の
場
〈
ロ
、
は
じ
め
生
徒
た
ち
は
ラ
テ
ン
語
の
学
習
を
き
ら
っ
て
い
た
が
、
マ
ノ
エ
ル
・
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
の
『
ラ
テ
ン
語
文
典
』
と
カ
レ
ピ
ー
ノ
の
『
ラ
テ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
日
本
語
対
訳
辞
典
』
が
出
版
さ
れ
る
や
、
生
徒
た
ち
は
「
ラ
テ
ン
語
の
勉
強
安
土
の
神
学
校
が
教
育
機
関
し
て
機
能
し
た
の
は
、
一
五
八
○
（
天
正
八
年
）
の
春
ご
ろ
か
ら
一
五
八
二
年
の
夏
ま
で
の
約
二
ヵ
年
に
す
ぎ
ず
、
今
の
べ
た
ような語学書が日の目をみるのは約十数年後のことであるから、じっさい刊本として利用できなかった。
じ
っ
さ
い
印
刷
に
付
す
ま
で
原
稿
の
整
理
な
ど
に
手
間
ど
っ
た
と
し
て
も
、
’
五
八
四
年
（
天
正
十
一
年
）
ご
ろ
、
す
で
に
マ
カ
オ
で
は
日
本
人
む
け
の
ラ
テン語の文法書や辞典を編むしごとをおえていたようである。「われらはすでに文法書及びカレピーノ○口」８日。すなわち辞典を編纂
し、またニソリョ目の。］】。すなわち大辞典曰の、目局・に着手した」（マカオのロレンソ・メシヤ神父がコインブラの学院長ミゲル・デ・
（的）
ソ
ウ
ザ
に
宛
て
て
送
っ
た
菫
曰
簡
Ⅱ
’
五
八
四
・
｜
・
六
付
）
と
い
う
。
一
五
九
六
年
（
慶
長
元
年
）
当
時
、
有
家
の
神
学
校
に
は
九
十
三
名
の
生
徒
が
お
り
、
ラ
テ
ン
語
を
学
習
す
る
ク
ラ
ス
は
三
つ
、
ラ
テ
ン
語
の
学
習
を
お
え
、
日
本
語
を
学
習
す
る
ク
ラ
ス
は
一
つ
あ
っ
た
。
ま
た
平
家
物
語
な
ど
日
本
文
学
と
ロ
ー
マ
字
を
ま
な
ぶ
ク
ラ
ス
が
一
つ
あ
っ
た
と
い
う
。
も
っ
と
も
勉
強
が
進
（冊）
んでいた生徒は一二十二名おり、かれらはトレント公会議の教理の本を学んでいた。
一
六
○
｜
年
（
慶
長
六
年
）
ご
ろ
、
長
崎
の
神
学
校
に
は
百
名
以
上
の
生
徒
が
い
た
。
ラ
テ
ン
語
を
学
習
す
る
ク
ラ
ス
は
三
つ
、
漢
字
と
ロ
ー
マ
字
を
ま
な
ぶクラスが一つ、またラテン語の学習を修了した者は、日本語（とくに手紙の書き方）の勉強をつづけ、日本の宗派についての講義を
ヴ
ァ
レ
ス
の
「
ラ
テ
ン
語
文
典
』
と
カ
レ
ピ
ー
ノ
の
「
ラ
｜
（碗）
に対して新しい麺〈味を抱いた」ということである。
一
五
九
六
年
（
慶
長
元
年
）
当
時
、
有
家
の
神
学
校
に
、
日本語を学習するクラスは一つあった。また平家峪
ん
で
い
た
生
徒
は
三
十
二
名
お
り
、
か
れ
ら
は
ト
レ
ン
ト
バ
一
六
○
｜
年
（
慶
長
六
年
）
ご
ろ
、
長
崎
の
神
学
校
に
皿
そ
れ
を
曰
本
に
持
ち
帰
り
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
部
分
を
す
べ
て
抜
き
と
り
、
翌
一
八
七
○
年
ロ
ー
マ
に
お
い
て
『
羅
曰
辞
典
』
（
円
莨
８
ョ
(２６）１１５
安土・神学校の遣阯
生
徒
は
屋
内
、
屋
外
で
順
列
を
守
り
、
二
人
ず
つ
並
ん
で
歩
い
た
。
外
来
者
は
神
学
校
の
見
物
を
許
さ
れ
ず
、
生
徒
は
親
族
が
訪
ね
て
き
た
と
き
、
礼
服
を
着
て
会
っ
た
。
両
親
の
病
気
、
そ
の
他
や
む
を
え
な
い
理
由
が
あ
る
場
合
は
例
外
と
し
て
、
原
則
と
し
て
家
族
の
も
と
に
帰
る
こ
と
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
帰
か
た
び
ら
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
規
定
に
従
う
と
、
神
学
校
の
生
徒
た
ち
は
小
ざ
っ
ば
り
し
た
服
を
着
、
屋
内
で
は
〃
青
い
木
綿
の
帷
子
（
ひ
と
え
も
の
）
“
を
、
屋
外
で
は
そ
の
上
に
”
青
色
の
衣
服
と
黒
い
マ
ン
ト
（
胴
服
）
〃
を
着
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
生
徒
は
外
と
か
校
内
で
親
族
と
会
う
と
き
、
青
色
の
着
物
か
他
の
色
の
絹
衣
を
用
い
た
。
衣
類
の
洗
濯
や
繕
い
も
の
は
、
外
来
の
女
性
が
お
こ
な
っ
た
。
六一い
食事は日本風であり、ふだんの食物は白米が主食であり、汁と菜（食用の葉や根）・魚などを食べ、口日曜日とか祝日には、一皿多く、
果
物
か
何
ら
か
の
ご
ち
そ
う
が
出
た
。
食
事
中
、
生
徒
は
ラ
テ
ン
語
や
日
本
語
の
読
物
の
朗
読
を
聞
い
た
。
生
徒
は
畳
の
う
え
で
寝
、
お
互
い
小
机
で
へ
だ
て
ら
れ
て
い
た
。
｜
晩
中
、
ロ
ー
ソ
ク
が
と
も
さ
れ
て
い
た
。
冬
は
二
日
ご
と
に
入
浴
し
、
夏
は
一
週
間
に
ラ
テ
ン
語
や
文
学
に
つ
い
で
重
要
視
さ
れ
た
の
は
、
音
楽
で
あ
っ
た
。
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
、
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
と
い
っ
た
声
学
の
勉
強
は
い
ち
ば
ん
大
切
と
考
えられ、また一部の生徒は、クラヴォ、ヴィオラ、フルート、オルガンなどの楽器の演奏を練習させられた。｜曰、信長は安土の神学
（ね）
校
を
不
意
に
訪
れ
た
折
、
最
上
層
の
部
屋
で
生
徒
に
ク
ラ
ヴ
ォ
と
ヴ
ィ
オ
ラ
を
弾
奏
さ
せ
、
そ
の
美
し
い
幸
、
色
を
聴
い
て
大
い
に
喜
ん
だ
。
有家の神学校では、生徒はまたラテン語や日本語で、貞潔の徳、世俗的なことの虚しさ、修道生活の誉れなどについて説教したり、
キ
リ
ス
ト
の
受
難
や
生
、
死
、
復
活
を
テ
ー
マ
と
す
る
聖
史
劇
な
ど
を
演
じ
た
し
、
｜
部
の
生
徒
は
油
絵
の
具
や
水
彩
絵
の
具
、
墨
に
よ
っ
て
”
聖
像
“
を
画
（Ⅵ）
く
練
習
を
し
た
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
鬘
ｂ
送
ら
れ
て
く
る
図
案
を
模
倣
し
て
銅
版
を
彫
っ
た
り
し
た
。
る
と
き
は
、
教
会
に
仕
え
て
い
る
者
二
名
が
生
徒
に
同
行
し
た
。
生
徒
は
畳
の
う
え
で
寝
、
お
互
い
小
机
で
へ
だ
｜
い
ち
ど
川
か
海
へ
泳
ぎ
に
行
く
こ
と
を
許
さ
れ
た
。
（的）
宗つけていた。
い
明
り
の
も
と
で
ラ
テ
ン
語
の
勉
強
を
つ
づ
け
た
よ
う
だ
。
生
徒
の
服
装
・
食
事
。
起
き
伏
し
な
ど
に
つ
い
て
。
安
土
に
か
ぎ
ら
ず
ど
こ
の
神
学
校
で
も
生
徒
は
ラ
テ
ン
語
の
学
習
に
心
身
を
す
り
へ
ら
し
た
よ
う
で
あ
り
、
と
き
に
夜
中
に
起
き
る
と
、
ロ
ー
ソ
ク
の
薄
暗
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そ
の
他
。
そ
の
週
に
祝
日
が
な
い
と
き
、
水
曜
日
に
一
合唱、クラヴォ、ギターなどの練習をおこなう。
祝祭日には授業はなく、昼食後、休息を取ったり散歩したりした。おやつには餅か果物が出された。生徒は毎月、ざんげし、年に四
度ほど聖体拝領をおこなった。
神学校の日課（時間表）。
五
時
～
七
時
…
…
…
夕
食
。
の
ち
休
息
を
と
る
。
七
時
～
八
時
…
…
…
ラ
テ
ン
語
の
復
習
。
下
級
」
八時～・………．．…反省と夕べの祈り、の←
ｌ
｜
時
～
二
時
…
…
日
本
語
の
学
習
。
日
本
語
の
教
師
が
課
す
る
作
文
（
和
文
に
よ
る
書
簡
）
、
習
字
な
ど
の
修
正
を
う
け
る
。
二
時
～
三
時
…
…
…
唱
歌
、
楽
器
の
演
奏
を
練
習
。
の
こ
り
の
時
間
は
休
息
を
と
る
。
三時～四時………ラテン語の教師のもとへ行く。教師はこのとき、生徒に文章をひとつ書かせたり、文章を朗読してやる。下級生にはラテン語
の
文
章
の
読
み
書
き
を
さ
せ
る
。
残
り
の
時
間
は
、
自
由
に
す
ご
す
。
［午前］
四時半…・……：…（夏季、冬季をとわず）起床。司祭たちといっしょに朝の祈り。
五時．…………・…・ミサ聖祭。六時まで残りの時間を座敷ですごす。
六
時
～
七
時
半
…
…
小
さ
い
者
は
ラ
テ
ン
語
の
単
語
を
覚
え
、
そ
の
他
の
生
徒
は
、
学
課
を
覚
え
る
。
七
時
半
～
九
時
…
…
ラ
テ
ン
語
の
教
師
の
も
と
へ
行
き
、
宿
題
を
み
せ
る
。
上
級
生
は
下
級
生
を
試
問
し
た
り
、
か
れ
ら
が
書
い
た
答
案
を
訂
正
し
た
り
す
る
。
九
時
～
十
一
時
…
…
こ
の
間
に
食
事
を
と
り
、
か
つ
休
養
を
と
る
。
九
時
～
十
一
時
…
；
［午前から午後］
下
級
生
は
日
本
文
字
、
、のち就床。
一
時
間
だ
け
日
本
語
の
読
み
書
き
を
し
、
午
後
一
時
か
ら
は
自
由
時
間
。
た
だ
し
、
し
ば
ら
く
聖
歌
の
ロ
ー
マ
字
の
学
習
。
そ
の
他
の
学
習
。
(２８）１１３
安土・神学校のifihl：
（刊）
わ
ず
か
の
手
勢
し
か
率
い
て
い
な
か
っ
た
。
信
長
は
天
文
十
年
五
月
二
十
九
日
安
土
を
発
し
、
六
月
一
日
本
能
寺
（
い
ま
の
西
洞
院
通
と
油
小
路
と
の
あ
い
だ
東
西
一
町
、
六
角
通
と
錦
小
路
と
の
あ
い
（耐）
だ
南
北
一
一
町
の
地
域
）
に
着
い
た
が
、
配
下
の
軍
勢
は
わ
ず
か
に
百
六
十
余
、
長
子
信
忠
も
京
都
に
入
っ
て
室
町
二
條
の
妙
覚
寺
を
宿
舎
と
し
た
が
、
こ
れ
も
イ
エ
ズ
ス
会
の
安
土
。
神
学
校
は
、
創
建
当
時
か
ら
信
長
の
大
き
な
支
持
を
う
け
て
発
展
す
る
か
に
恩
わ
れ
た
が
、
わ
ず
か
二
年
余
り
で
突
如
、
本
能
寺
の
変
（
天
文
十
年
［
一
五
八
二
］
六
月
二
日
の
仏
暁
に
起
る
）
を
契
機
に
、
形
骸
化
し
の
ち
完
ぷ
な
き
ま
で
に
破
壊
さ
れ
た
。
安
土
城
主
の
運
命
は
、
ま
た
城
下
町
や
神
学
校
の
運
命
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
土
曜
日
の
午
前
中
は
、
そ
の
週
に
学
ん
だ
ラ
テ
ン
語
の
復
習
を
お
こ
な
い
、
昼
食
後
、
日
本
語
の
読
み
書
き
の
練
習
。
放
課
後
の
自
由
時
間
は
、
入
浴
や
散
髪、告解などに充てる。夕食後、霊的な話や説教を聴き、それについて話しあう。
日
曜
、
祝
日
は
、
昼
食
後
、
別
荘
へ
行
っ
て
休
息
し
た
り
、
天
気
が
悪
い
と
き
は
、
終
日
屋
内
で
休
養
し
た
り
楽
器
を
弾
い
た
り
す
る
。
（わ）
夏
季
、
酷
暑
の
と
き
に
は
、
院
長
の
判
断
で
勉
学
を
中
止
し
、
休
暇
を
と
ら
せ
た
。
セ
ミ
ナ
リ
オ
安
土
・
神
学
校
の
終
焉
。
Ｐ
この標柱の北mlIは旧本能寺の敷地。
[筆者撮影］
信
長
は
事
変
の
二
年
前
ｌ
天
正
八
年
（
一
五
八
○
）
二
月
、
本
能
寺
を
専
用
の
宿
舎
と
す
（応）
べ
く
、
僧
侶
を
追
い
出
し
た
う
一
え
、
造
改
築
を
お
こ
な
い
、
四
方
に
堀
を
め
ぐ
ら
し
、
内
側
に
ど
い
は
土
居
（
土
手
）
を
築
い
て
木
戸
を
設
け
、
仏
殿
・
客
殿
・
厩
舎
ま
で
造
っ
た
。
天文十年六月二日（一五八一一・七・｜）の明け方、明智光春が率いる丘（三千五
（稲）
百
は
、
本
能
寺
の
四
方
を
囲
む
と
、
鉄
砲
を
打
ち
か
け
、
御
堂
に
乱
入
し
た
。
信
長
や
御
小
姓
衆
は
外
が
さ
わ
が
し
く
な
っ
た
と
き
、
下
々
の
け
ん
か
騒
ぎ
ぐ
ら
い
し
か
思
わ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
や
が
て
そ
れ
が
容
易
な
ら
ぬ
事
態
で
あ
る
と
悟
る
と
、
信
長
は
み
ず
か
ら
弓
や
薙
刀
を
（両）
（畑）
な
ん
ど
と
っ
て
戦
っ
た
が
、
土
自
に
矢
を
、
腕
に
弾
創
を
う
け
た
の
で
殿
中
奥
深
く
入
り
、
納
戸
（
衣
服
、
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耳
に
入
っ
て
く
る
う
わ
さ
は
、
ど
れ
も
恐
怖
の
み
を
募
ら
せ
る
も
の
ば
か
り
な
の
で
、
司
祭
た
ち
は
同
地
の
少
数
の
キ
リ
シ
タ
ン
と
協
議
し
た
結
果
、
神
学
校
の
生
徒
た
ち
を
祭
具
（
銀
の
燭
台
、
振
り
香
炉
、
聖
杯
、
濃
紅
色
の
ビ
ロ
ー
ド
の
祭
服
な
ど
）
と
と
も
に
琵
琶
湖
の
沖
島
に
避
難
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
オ
ル
ガ
ン
チ
ノ
は
、
神
学
校
に
留
守
番
と
修
道
士
の
ヴ
ィ
ン
テ
と
六
、
七
名
の
日
本
人
を
残
し
、
二
十
八
名
の
者
と
と
も
に
船
に
乗
り
、
安
土
を
脱
出
し
た
。
六
月
六
日
（
七
・
五
）
、
明
智
軍
は
安
土
に
到
着
し
た
。
安
土
に
は
も
は
や
光
秀
に
抵
抗
す
る
者
は
す
べ
て
逃
亡
し
て
い
な
か
っ
た
。
光
秀
は
た
だ
ち
に
信
六月三日、安‐
ら退去した。光一
安土にむかった。
京
か
ら
安
土
ま
で
は
、
お
よ
そ
十
四
里
（
五
六
キ
ロ
）
で
あ
る
。
同
日
の
辰
の
刻
（
午
前
十
時
ご
ろ
）
に
は
、
早
く
も
凶
変
の
第
一
報
が
安
土
城
に
届
け
ら
れ
た
。
や
が
て
都
か
ら
逃
れ
て
来
る
人
び
と
に
よ
っ
て
、
第
二
、
第
三
の
情
報
が
寄
せ
ら
れ
、
安
土
の
城
下
は
大
混
乱
に
陥
っ
た
。
光
秀
は
未
の
刻
（
午
後
こ
せ
た
時｝」ろ）軍勢をひきいて京を発し、安土にむかっていた。が、瀬田（滋賀県大津市南部にある、交通の要地）の橋まで来ると、橋梁が
（帥）
切
断
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
そ
の
修
理
復
旧
を
待
た
ね
ば
な
ら
ず
、
居
城
が
あ
る
坂
本
（
現
・
大
津
市
北
部
、
比
叡
山
の
東
麓
）
へ
む
か
っ
た
。
瀬
田
の
城
主
・
山
岡
景
隆
は
、
本
能
寺
の
変
に
接
す
る
と
、
直
ち
に
城
に
火
を
か
け
、
橋
を
落
と
し
、
明
智
軍
の
進
撃
を
阻
止
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
京
と
安
土
と
の
交
通
は
断
た
れ
、
通
信
は
途
絶
し
た
た
め
、
安
土
の
城
下
は
何
の
情
報
も
入
ら
な
く
な
り
、
住
民
は
ま
す
ま
す
不
安
に
陥
り
、
逸
早
調
度
な
ど
を
し
ま
っ
て
お
く
部
屋
）
の
入
［
と
き
やいば
関の声、鉄砲の幸曰、刃を交える音、
のだが、光秀は火が収まったとき、臣
（ぬ）
塵
と
灰
に
帰
し
た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、
明
智
軍
接
近
の
報
に
、
城
下
は
恐
慌
状
態
に
｝
う
わ
さ
が
立
っ
て
い
た
（
フ
ロ
イ
ス
『
日
本
史
３
』
）
。
く
城
下
を
あ
と
に
す
る
者
が
続
出
し
た
。
安
土
の
留
守
役
。
近
江
日
野
の
城
主
・
蒲
生
賢
秀
は
、
明
智
軍
に
杭
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
知
る
や
、
信
長
の
妻
妾
ら
を
と
も
な
っ
て
城
か
光
秀
は
瀬
田
よ
り
坂
本
に
入
る
と
、
近
江
や
美
濃
の
諸
将
に
降
伏
を
す
す
め
、
四
日
に
は
ほ
ぼ
平
定
し
、
五
日
に
は
修
復
し
た
瀬
田
橋
を
渡
り
ておく部屋）の入口を固く閉ざし、割腹して果てた（「信長公記巻十五』）。
やいば
一曰、刃を交える音、さけび声などにまじって、殿舎の中からぱっと火の手があがった。信長はその火災の中にあった
が
収
ま
っ
た
と
き
、
信
長
の
遺
骸
を
必
死
に
み
つ
け
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
つ
い
に
何
一
つ
発
見
で
き
な
か
っ
た
。
「
毛
髪
も
残
ら
ず
城
下
は
恐
慌
状
態
に
あ
っ
た
。
明
智
が
く
る
と
、
市
街
全
体
は
、
城
も
家
も
何
一
つ
残
さ
ず
焼
か
れ
る
で
あ
ろ
う
、
い
っ
た
(３０）１１１
安土。神学校の遺祉
移動した。
火
し
た
た
め
に
、
市
街
地
は
ほ
と
ん
ど
焼
失
し
た
。
城
の
そ
ば
に
あ
っ
た
肝
心
な
神
学
校
は
、
新
築
で
、
し
か
も
建
築
が
つ
づ
け
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
明
智
の
兵
士
ら
の
目
に
と
ま
り
、
直
ち
に
押
し
入
ら
れ
る
（皿）
と、掠奪がはじまった。そのころ同地方にあったイエズス会の家財や装飾□叩の大部分は、神学校内に集められていた。
ふ
す
ま
兵
士
ら
が
奪
い
取
っ
て
行
っ
た
も
の
は
、
ｌ
家
具
・
鍋
・
部
屋
の
戸
、
窓
、
畳
、
襖
ｌ
な
ど
の
ほ
か
、
教
会
堂
を
建
設
す
る
た
瞳
に
買
集
妙
て
あ
っ
た
材木（二八○○クルザードに相当）にまで及んだ（フロイス『日本史３」）。教会のビロードの装飾品、祭壇の銀器、少数の書物は、
（醜）
す
で
に
搬
出
さ
れ
て
い
た
の
で
掠
奪
の
被
害
に
あ
わ
ず
に
す
ん
だ
。
残
っ
た
も
の
は
何
か
と
い
－
え
ば
、
「
家
の
支
柱
と
瓦
の
み
で
あ
っ
た
」
と
い
う
。
つ
ま
り
建
物
は
、
運
び
出
す
こ
と
が
で
き
蔵
い
屋
根
と
柱
ｌ
、
骨
組
み
だ
け
に
癒
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
安
土
の
城
を
あ
ず
か
っ
て
い
た
明
智
左
馬
助
は
、
六
月
十
三
日
（
七
・
’
二
）
光
秀
の
軍
勢
が
山
崎
の
合
戦
に
破
れ
た
こ
と
を
知
る
と
、
翌
十
四
日
の
未
明
（肌）
に
天
主
閣
に
火
を
放
ち
、
坂
本
を
さ
し
て
落
ち
延
び
て
い
っ
た
。
信
長
の
子
信
雄
の
軍
勢
は
安
土
城
下
に
入
る
と
、
光
秀
の
残
党
を
追
討
す
る
た
め
に
町
に
放
ラ
ゥ
レ
ス
師
は
「
安
土
の
セ
ミ
ナ
リ
オ
」
の
中
で
、
「
当
時
、
街
の
す
べ
て
が
焼
け
て
し
ま
っ
た
と
き
、
神
学
校
の
建
物
も
火
災
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
も
（閉）
のかどうか、イエズス会士の雲曰簡からは伺い知ることができない」と述べている。
安
土
の
神
学
校
も
こ
の
と
き
類
焼
し
た
か
放
火
に
よ
っ
て
焼
け
落
ち
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
神
学
校
の
末
路
で
あ
っ
た
。
｜方、沖島に避難していたオルガンチノの一行は、海賊ら追剥らの掠奪や殺害におびやかされていたが、のち坂本におもむき、つい
（船）
（Ｗ）
で
京
都
の
南
蛮
寺
に
身
を
寄
せ
た
が
、
そ
こ
は
ひ
じ
ょ
う
に
手
狭
で
あ
っ
た
の
で
、
天
正
十
一
年
（
’
五
八
一
二
年
）
高
山
右
近
の
招
き
に
よ
り
城
下
の
高
槻
に
長
の
城
を
占
拠
し
、
天
主
閣
に
登
り
、
財
宝
を
入
れ
て
い
た
蔵
と
広
間
を
開
放
す
る
と
、
二
、
三
日
か
け
て
部
下
の
将
兵
に
気
前
よ
く
金
銀
を
分
配
し
た
。
の
ちに司祭が権威ある人々から聞いた話では、武将の何人かは、七千クルザード相当の金の棒をもらったという（フロイス『日本史３』）。
（Ⅲ）
八
日
（
七
・
七
）
光
秀
は
安
土
城
を
従
兄
弟
の
明
智
左
馬
助
（
明
智
秀
満
）
に
託
す
と
、
坂
本
へ
帰
っ
て
行
っ
た
。
光
秀
が
去
っ
た
安
土
の
城
下
は
、
無
秩
序
状
態
と
な
り
、
阿
鼻
叫
喚
の
巷
と
化
し
た
。
家
々
は
押
し
入
ら
れ
、
家
財
の
掠
奪
や
破
壊
を
う
け
た
ば
か
り
か
、
路
上
で
は
追
剥
や
辻
強
盗
が
跳
梁
し
、
あ
ち
こ
ち
で
人
も
殺
さ
れ
た
。
110（３１）
高槻では天正十三年（一五八五）良家の子弟が新たに六、七名生徒として入学した。同年、右近は高槻から明石に転封になったので
神
学
校
も
移
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
大
坂
に
お
い
て
再
開
し
た
。
し
か
し
、
大
坂
に
移
っ
た
の
も
っ
か
の
間
、
天
正
十
五
年
二
五
八
七
年
）
秀
吉
は
九
州
征
伐
の
帰
途
、
博
多
に
お
い
て
不
徹
底
で
は
あ
っ
た
が
禁
教
令
を
出
し
、
宣
教
師
の
国
外
追
放
を
命
じ
、
長
崎
（
教
会
領
）
を
直
轄
領
と
し
た
。
し
か
し
、
宣
教
師
ら
は
じ
っ
さ
い
日
本
国
内
か
ら
退
去
せ
ず
、
九
州
各
地
に
潜
伏
し
、
布
教
活
動
を
つ
づ
け
た
。
オ
ル
ガ
ン
チ
ノ
は
二
名
の
日
本
人
と
と
も
に
小
豆
島
（
瀬
戸
内
海
第
二
の
島
）
に
身
を
か
く
し
た
。
と
き
ど
き
司
祭
や
信
徒
ら
は
、
隠
れ
家
を
出
る
と
、
五
幾
内
の
信
者
を
訪
ね
た
が
、
教
会
堂
や
住
院
安
土
・
神
学
校
に
つ
い
て
は
、
請
書
に
お
い
て
断
片
的
な
記
述
を
目
に
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
ま
と
ま
っ
た
論
文
な
り
、
著
書
と
な
る
と
意
外
に
少
な
い
の
で
あ
る
。
今
回
、
稿
を
お
こ
す
に
当
っ
て
役
に
立
っ
た
文
献
は
、
欧
文
（
英
文
）
で
は
、
ジ
ョ
ン
・
ラ
ウ
レ
ス
師
（
故
人
）
が
『
ザ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
・
ブ
ル
テ
ィ
ン
」
誌
（
九
月
～
十
月
号
、
第
六
巻
第
五
号
、
一
九
五
二
年
）
に
発
表
し
た
小
論
「
安
土
の
セ
ミ
ナ
リ
オ
」
（
一
四
一
～
一
四
七
頁
）
と
聖
母
女
学
院
短期大学教授。｜｜｜俣俊二氏（一九三一一～）が執筆した小冊子『安土セミナリョ」［｜～六○頁］（ひがし印刷、一九九二年刊）および同
生
徒
の
ほ
ぼ
全
員
が
神
父
ら
と
行
を
共
す
る
途
を
え
ら
ん
だ
の
で
、
そ
の
こ
ろ
日
本
で
唯
一
つ
残
っ
て
い
た
有
馬
の
神
学
校
へ
む
か
っ
た
。
天
正
十
五
年
（’五八七）安土・神学校は有馬・神学校と合併した。またこの年、京都の南蛮寺は焼き払われた（「亜鳩港紀略蘂上」）。
慶
長
十
七
年
（
’
六
一
二
年
）
家
康
が
禁
教
令
を
出
し
た
こ
と
に
よ
り
、
有
馬
の
神
学
校
も
閉
鎖
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
こ
ん
ど
は
長
崎
へ
移
っ
た
。
し
か
し
、
慶
長
十
八
年
、
禁
教
令
が
全
国
に
公
布
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
翌
年
の
同
十
九
年
（
一
六
一
四
年
）
に
は
、
高
山
右
近
ら
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
海
外
に
追
放
された。この年をもって、日本におけるイエズス会の教育事業は終焉をむかえた。
寛永十六年（一六三九年）、ポルトガル人の来航は禁じられ（「南蛮人渡海一切御禁制之事」）、鎖国体制がほぼ完成した。
た
◎
に
小
豆
島
（
瀬
戸
内
海
第
二
の
島
）
に
身
を
か
く
し
」（肥）
は
秀
士
ロ
の
命
に
よ
っ
て
、
す
で
に
破
壊
さ
れ
て
い
た
。
三
十
名
ち
か
く
い
た
生
徒
の
う
ち
四
、
五
名
は
、
家
に
帰
さ
れ
、
残
り
の
者
は
帰
宅
す
る
か
、
神
父
に
従
っ
て
九
州
へ
落
ち
て
ゆ
く
か
、
選
択
を
求
め
ら
れ
＊
(３２）１０９
安土・神学校の遺阯
全
幅
の
信
頼
を
よ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
時
に
は
、
わ
か
っ
て
い
る
デ
ー
タ
か
ら
未
知
の
答
を
お
し
は
か
ろ
う
と
す
る
の
だ
が
、
斯
学
に
お
い
て
は
通
常
、
根
拠
薄
弱
と
し
て
取
り
上
げ
て
も
ら
え
な
い
。
論
拠
と
な
る
の
は
、
あ
く
ま
で
信
頼
の
置
け
る
一
等
史
料
な
の
で
あ
る
。
歴
史
地
理
学
の
観
点
か
ら
い
え
ば
、
わ
が
国
の
キ
リ
シ
タ
ン
遺
蹟
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
の
大
部
分
は
、
こ
と
に
そ
の
位
置
に
関
し
て
は
疑
わ
し
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
推
測
に
も
と
づ
い
た
も
の
が
多
く
、
断
定
し
た
も
の
は
見
か
け
な
い
か
ら
で
あ
る
。
判
断
を
下
す
に
足
る
史
料
に
欠
け
て
い
る
こ
と
も
理
由
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
何
よ
り
も
建
築
物
の
残
存
物
ｌ
た
と
え
ば
基
礎
（
土
台
）
、
石
垣
、
井
戸
な
ど
ｌ
の
痕
跡
す
ら
認
瞳
な
い
た
め
で
あ
る
．
そ
れ
ほ
ど
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
は
す
さ
ま
じ
く
、
天
主
教
に
関
係
す
る
も
の
を
す
べ
て
徹
底
的
に
破
壊
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。
わ
た
し
は
と
り
わ
け
安
土
・
神
学
校
の
位
置
（
敷
地
）
や
遺
跡
に
興
味
を
お
ぼ
え
今
に
至
っ
て
い
る
が
、
本
稿
を
書
き
お
え
て
み
て
、
残
念
な
が
ら
、
既
知
本
稿
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
日
本
伝
来
に
は
じ
ま
り
、
つ
い
で
日
本
に
お
け
る
イ
エ
ズ
ス
会
の
教
育
機
関
に
ふ
れ
、
さ
ら
に
同
会
が
有
馬
と
並
ん
で
わ
が
国
に
お
い
て
初
め
て
創
っ
た
安
土
・
神
学
校
の
沿
革
と
教
育
内
容
、
そ
こ
で
教
鞭
を
と
っ
た
宣
教
師
や
、
さ
ら
に
か
れ
ら
か
ら
薫
陶
を
受
け
た
生
徒
た
ち
に
つ
い
て
、
と
り
と
め
も
な
く
書
き
つ
ら
ね
た
も
の
で
あ
る
。
が
、
テ
ー
マ
に
対
す
る
回
答
が
、
い
さ
さ
か
あ
や
ふ
や
に
な
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
史
家
は
研
究
テ
ー
マ
に
つ
い
て
回
答
を
与
え
る
場
合
、
史
料
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
す
る
が
、
史
料
と
い
え
ど
も
と
き
に
間
違
っ
て
い
た
り
す
る
の
で
、
そ
れ
に
書
の
増
補
改
訂
版
『
信
長
と
安
土
セ
ミ
ナ
リ
オ
」
［
｜
～
二
四
頁
］
（
ひ
が
し
印
刷
、
一
九
九
九
年
）
で
あ
っ
た
。
わ
た
し
が
イ
エ
ズ
ス
会
の
安
土
・
神
学
校
と
そ
こ
に
お
け
る
教
育
に
着
目
し
た
の
は
、
い
ま
手
が
け
て
い
る
日
本
洋
学
史
ｌ
日
本
人
の
西
欧
語
の
受
容
と
い
っ
た
研
究
に
派
生
し
て
い
る
。
執
筆
に
あ
た
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
文
献
資
料
を
あ
さ
っ
て
い
る
う
ち
に
、
近
江
の
著
名
な
郷
土
史
家
・
中
川
泉
三
が
み
ず
か
ら
描いた「安土城下史蹟図」を発見できたし、また宣教師たちがヨーロッパに書き送った、数多の貴重な日本通信（『日本年報」）に目を
ふ
れ
る
機
会
に
も
め
ぐ
ま
れ
た
。
け
れ
ど
、
こ
れ
ら
の
稀
書
は
、
語
学
の
で
き
ぬ
わ
た
し
に
は
、
ど
れ
も
歯
が
立
た
ぬ
代
物
で
あ
り
、
宝
の
持
ち
腐
れ
で
あ
っ
と
に
し
た
。
た
○
ほ
て
い
し
か
し
な
が
ら
、
辞
引
の
助
け
を
借
り
て
、
怪
し
い
な
が
ら
も
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
判
読
で
き
る
箇
所
も
あ
っ
た
の
で
、
今
回
本
文
の
補
綴
と
し
て
用
い
る
一
」
108（３３）
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
さ
い
》
」
に
文
献
資
料
面
で
は
、
国
内
外
の
諸
機
関
に
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
っ
た
、
英
国
国
書
館
、
ボ
ル
ト
や
エ
ヴ
ォ
ラ
の
公
立
図
書
館
、
マ
カ
オ
博
物
館
、
マ
カ
オ
文
書
館
、
上
智
大
学
キ
リ
シ
タ
ン
文
庫
、
財
団
法
人
東
洋
文
庫
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
、
専
修
大
学
附
属
図
書
館、安立町立図書館、安土町教育委員会、神戸市立博物館等に対して、深甚なる謝意を表します。
が
見
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
の
も
の
に
な
ん
ら
新
し
い
事
実
を
つ
き
加
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
知
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
新
し
い
記
述
や
珍
し
い
図
版
や
写
真
注（１）辮辿伽弐一神父訳『フランシスコ・デ・サビェル書翰抄上巻」（岩波書店、昭和五十二年九月）、’一二三頁。
（２）吉田小五郎「サヴィエル」（吉川弘文館、昭和一一一十四年四月）、七一一頁。
（３）ゲオルク・シュールハンメル「日本に於ける聖フランシスコ・ザヴィェルー一五四九’一五五一年ｌ」（キリシタン文化研究所編「キリシ
タ
ン
研
究
第
一
輯
」
所
収
、
東
京
堂
、
昭
和
十
七
年
六
月
）
、
二
五
四
頁
。
み
つ
ま
た
（４）’’一俣俊一一「安土セミナリオ」（第一一一版、ひがし印刷、平成十一年五月）、六頁。
（５）片岡弥吉「邦人パードレ養成事業の管見」（『カトリック研究」第十九巻第四号所収）、四八一頁。
（６）同右。
（７）”昨釦一一一阯川ノ『日本巡察記」（平凡社、昭和五十七年九月）、二五四頁。しかし、ジョン。ラウレス師は、ヴァリニャーノのロノ津上陸を一
ｚｇ］○口巴○四←ロ○』】ＣＣｏ］
（８）注（４）の七～八頁。
（９）因図・白○彦口■四口居、声
（、）注（７）の「日本巡一
（ｕ）新村出「日本吉利支［
繊昨鋼一一一岬訓ノ『日本巡察記」（平凡社、昭和五十七年九月）、’’五四頁。しかし、ジョン。ラゥレス師は、ヴァリニャーノのロノ津上陸を一
、
、
、
五七九年七月二十五日としている（■のぐ・』・圓巨員のの、自白訂、のヨョロミミレ、冒貢弓冨巨】のの］・ロ閏『団巨」］の←冒而口冒のヶのｑ耳昏の
三島・息」○四昏・］』の○・日目耳の①・先］９画Ｐ『・］・日》二○口ご巴》己』と）。
両の『・』○百口田口巨忌、、．』・靱曰否①、Ｑ己冒
注（７）の「日本巡察記」、二五五頁。
新村出「日本吉利支丹文化史」（地人》
、Ｑ己曰ヨロ『ピ
（地人書館、 ＆
毎
Ｎ
冒
貢
や
］
室
昭和十六年五月）、五九頁。
(３４）１０７
安土・神学校の遺祉
大
学
史
料
編
纂
所
に
寄
贈
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
”
）
こ
の
名
が
出
て
く
る
の
は
「
吉
利
支
丹
退
〉
ア
ー
ピ
ト
の「あびと」（菌ぐ■（。Ⅱ僧衣）を着て安
（別）林田第壹號「鰄禰加津佐郷土史加津佐史談」（非売品、加津佐町、昭和五十六年一一一月）、七一頁。
（妬）村上直次郎「安土桃山時代の基督教」（日本歴史地理学会編「安土桃山時代史論』所収、日本図書センター、昭和五十一年九月）、’一一四一一頁。
（邪）筆者は、まだこの資料（史蹟図）に言及した記事と出会ったことがない。おそらく紹介するのは、今回が最初かとおもわれる。資料の請求
番号は一“’１｜｜である。図は長方形の大きな封筒に入っており、その表に「安土城下町古蹟表在中」（墨書）とあり、左のすみに朱色で「安
土城下史蹟図写一枚（大正八年六月）滋賀縣蒲生郡伊吹山一房主人製図」といった紙片が張りつけてある。封書の裏には、「滋賀縣蒲生郡役所
内
蒲
生
郡
誌
編
纂
掛
」
（
墨
書
）
と
あ
る
。
伊
吹
山
房
主
人
と
は
、
郡
誌
編
纂
委
員
で
あ
っ
た
中
川
泉
三
の
こ
と
で
あ
る
が
、
同
人
が
地
図
を
描
き
、
そ
れ
を
東
京
（
肥
）
「
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
第
（岨）鋤町辮一ツル婦辨太訳冨
而
）
木
下
杢
太
郎
「
天
正
年
關
（皿）注（通）の二五一頁。
（犯）注（巧）の二五四～｜
（
昭
）
注
（
妬
）
の
二
五
六
頁
。
（巧）国ロヶの目。］の、］房・
（蛆）敵本鐸畑諦グ撰「組
（Ⅳ）同右、一一五五頁。
（
⑫
）
助
野
建
太
郎
（⑬）いの＃の冒崖』
○のロ禺巳の』の］」
（皿）同右。己・合
こ
の
名
が
出
て
く
る
の
は
「
吉
利
支
丹
退
治
物
語
二
巻
』
（
寛
文
五
年
Ⅱ
’
六
六
五
年
の
翻
刻
本
）
に
お
い
て
で
あ
る
。
オ
ル
ガ
ン
チ
ノ
は
ね
ず
み
色
の
毛
せ
ん
ア
ー
ピ
ト
の「あびと」（菌ぐ芹。Ⅱ僧衣）を着て安土に着くと、信長にお礼にまかり出、御やしきをくだされたとある（「近江国安土へ伴天連召寄らる虫
国号の目。］の、房・の．』・「セミナリオの教師たち」（「キリシタン研究第十一輯』所収、吉川弘文館、昭和四十一年一一一月）、五六頁。
舳本鐸畑諏グ撰「細膝韮耶蘇会の学校制度」（東洋堂、昭和十八年一一一月）、二四六～二四七頁。
4447
１
〈郎「きりしたん文化史鮎描」（ナッメ社、昭和三十一年二月）、’一一一頁。
』ご冒ごＱＳＯ旨回ご○弓の］の貝］茸Ｐ目の］忌已】のＢｍｐＱｇ四口四］勺・可圖ｐ８の８℃、の］○ぐ・旧再○ぐ甘臼巳の少］旨・■・祠・○］Ｐ巨臼○
二の］」Ｐ○○日己口四日⑫ＢＣＨの、ロ・冒罰○日口）しご己局の、の○伊日四国四目唇の芹］・旨□○［［Ｈ・○○目〕〕８口Ｂ』の、巨己の目○国・句・お）巳・堂
昨太訳「完訳フロィス日本史、』（中央公論新社、平成十二年十月）、二一○頁。
「天正年間耶蘇会諸教育機関の移動」（「思想」第百號記念特輯所収）、一一一六三頁。
第十一輯」、五六頁。
『
完
訳
フ
ロ
イ
ス
日
米
’五六頁。
鈩旦ロ回昌目四
106（３５）
事」「吉利支丹退治物語巻上」所収）。
（肥）注（９）におなじ。
（羽）島田貞彦「慶長時代の基督教信者の墓碑」（『考古学雑誌』第八巻第三号［大正
６．ｕ］所収）に、「南蛮寺の位置は京都の西部にいづれも三箇所を占めてゐる」
南
蛮
寺
と
い
っ
た
呼
称
は
、
江
戸
時
代
中
期
以
後
の
追
称
で
あ
っ
て
、
本
名
で
は
な
い
。
ふ
つ
う
そ
れ
は
キ
リ
シ
タ
ン
寺
院
（
イ
エ
ズ
ス
会
の
教
会
堂
）
の
意
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
設
げ
ん
送
立年月はかならずしも明らかでない。元亀元年（一五七○）とも（柴田常恵「南
蛮寺の鐘」『教育学術界』第十八巻第五号所収）、’五七六年（天正四年）八月十
五Ⅱともいわれている（パルトリ『イエズス会史」）。京都には計六カ所（一条油
小路、四条坊門通、四条堀川西下ル、松原又高辻下る、五条堀川、北野および西
の京）ほど南蛮寺があったようである（「京都帝国大学文学部考古学研究報告』
京都帝国大学、大正十一年～大ｆ十二年）。
当初、南蛮寺はそまつな小屋のようなものを借りて使ったり、あるいは仏堂を
買い求めて、それを聖堂として用いていたが、やがて地所を手に入れ、新たに建
物
を
造
る
こ
と
に
し
た
。
天正元年（’五七三）、信長は奉行の菅谷九右衛門に命じて、京都四条坊門に
四町四方の地をバテレンのルカン（オルガンチノ師）に与え、石垣を築き、永禄
寺と名付けた、といった記事が、「京都坊目録下巻之十Ｅにみられる（古蹟ｌ
南蛮寺ノ吐）。しかし、時の年号をもって寺号とすることに比叡山の僧らが怒り、
朝廷に訴え出たために、信長は南蛮寺を改めさせた（柴謙太郎「京都南蛮寺の位
置推定に依る二三史実の解明」「歴史地理」第五十二巻第五号所収、四一二頁）。
６．，］
とある。
2可少△□
ｌｅＲｄｅ
Ｇｅ/ｚｅ７ＱＺ
ＸＸＸＶＩ・
文脈蔵］
Charlevoix:mstot7eetD2so/･Iip"o〃
(Ｚｕｊｔｕｐｏｎ；ｔｏｍｅＰｒｅｍｉｅｒＭＤＣＣ、
にみられる京都の地図。［財団法人東洋
狩野元禿躯「南蛮寺扇面図」に見られる聖堂（礼ｉｎ
堂）だけを拡大した図（この扇面図は，コレクター
の手を経ていま「神戸市立博物館」蔵)。
(３６）１０５
安土。神学校の遺阯
南
蛮
寺
が
完
成
す
る
と
、
京
都
の
新
名
所
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
佇
ま
い
を
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
明
確
に
教
え
て
く
れ
る
内
外
史
料
は
乏
し
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
つ
の
傍
証
、
こ
の
問
い
に
も
っ
と
も
雄
弁
に
答
え
て
く
れ
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
現
在
、
「
神
戸
市
立
博
物
館
」
が
収
蔵
す
る
狩
野
元
秀
（
宗
周
の
嫡
子
。
天
正
、
文
禄
の
こ
ろ
の
絵
師
）
が
描
い
た
扇
面
洛
中
洛
外
名
所
図
の
中
の
一
枚
「
南
蛮
寺
扇
面
図
」
で
あ
る
。
作
者
の
元
秀
は
天
正
期
に
は
、
三
十
歳
前
後
、
こ
の
写
生
図
は
天
正
五
年
（
一
五
七
七
年
）
か
ら
天
正
九
年
二
五
八
一
年
）
の
間
に
描
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
天
正
九
年
（
’
五
八
一
年
）
南
蛮
寺
は
接
続
す
る
民
家
二
戸
を
購
入
南蛮寺跡」）が立っている《
たものである（写真参照）。
キ
リ
シ
タ
ン
信
徒
の
永
年
の
願
望
で
あ
っ
た
聖
堂
（
日
本
式
木
造
三
階
建
）
の
工事は、オルガンチノ設計により一五七五年（天正三年）末に着工し、
一五七八年（天正六年）春に竣工した。工事費は二千五百から三千数
百
ク
ル
サ
ー
ド
ル
要
し
た
。
一
階
は
礼
拝
堂
、
二
階
は
不
明
、
三
階
は
六
部
屋
あ
っ
た
。
会
堂
（
通
称
・
南
蛮
寺
）
の
位
置
は
、
四
条
坊
門
（
蛸
薬
師
）
室
町
と
新
町のあいだ北側姥柳町である（海老沢有造「南蛮寺日本史料の吟味」
「カトリック」第十九巻第二号、昭和十四年三、四月号）。
京
都
市
中
京
区
の
烏
丸
通
り
と
蛸
薬
師
通
り
が
交
差
す
る
道
を
入
り
、
五
十
歩
ほ
ど
進
む
と
、
進
行
方
向
の
左
側
に
、
コ
ン
ド
ー
ル
烏
丸
ビ
ル
」
と
「
臘
堂
印
房
」
の
家
屋
が
あ
り
、
そ
の
目
の
前
に
「
和
光
株
式
会
社
第
二
ビ
ル
」
が
建
っ
て
い
る
。
こ
の
ビ
ル
の
入
口
の
す
み
に
、
南
蛮
寺
の
説
明
板
と
石
碑
（
「
此
付
近
南
蛮
寺
跡
一
）
が
立
っ
て
い
る
。
昭
和
四
十
五
年
三
月
に
京
都
市
が
新
た
に
設
け
灘llilil 川路通迦通通通堀汕小ｉｌリ新室烏小川腰’'１Ｊ’''１丸当LliitjFl壷''一|岩爲二ど二面fi卒Tlili］Ⅲ□nnRiFでE…
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蛸薬師通（四条坊門）にある「南蛮
寺跡」の標柱と解説板。［筆者撮影］
京都南蛮寺の推定位置（海老沢有
道「京都南蛮寺建立始末」による)。
104（３７）
（
犯
）
注
（
９
）
の
一
四
三
頁
。
（鍋）□＆『》、感恩。「冒烏田冒ロ○．邑＠ｍ己ＱｓＱ計のご門田Ｑ量回ご○弓》口ご埼○句昌日○℃・崖②
（蛆）東光博英訳「ルイス・フロイスのイエズス会総長宛書簡（一五八二・’○・三一付、口之津発信）（「十六。七世紀イエズス会日本報告書
第Ⅲ期第６巻』所収、株式会社同朋舎出版、平成三年十一一月）、五四頁。
（皿）旨・目日の已冨冒弓・巳８巨・口。、円：房’し］の一目号・ぐ島、息ロ・の』・切目§８烏｛ｐｍＱＣｍＱｍａの』§・弓（勗忠）」＆§・富③の烏｛、ミミュ。
'￣､／￣、７－、'－，
４０３９３８３７
、＿ノ、＿ノ、＿ノ、＿〆 し、念願の表通りに門を設けることができたが、この点が推定の根拠になっている。
（釦）渡辺世裕「安土桃山時代史」（早稲田大学出版部、大正五年四月）、一四七頁。
（皿）村上直次郎訳註「耶蘇会の日本年報第一輯』（春秋社、昭和十九年十月）、七六
頁。
（躯）「滋賀縣史第一一一巻」（滋賀縣、昭和一一一年一一一月）、三三九頁。
（躯）□の』『、鄙の味。『日烏』｝ＰＯＣ『冒己Ｑｍ員ｐｓＱ肘切ご桝田の冒口ご○弓の、の８旨Ｑ囚ご凹耳の□の■
し、旨９の、。邑尊四」四」祠・□四日の巨○田口昇。戸口の］］四目の＆の］目色○○日己四四日Ｐ甘因○日Ｐ
昌・□○・田桝・Ｚの］｝煙の冒目どの胃旨』】打ロｇ】。』の】い四目の国・ｏＣｐｐ８ｐ国四」の、己已の目○国・
旧Ｈご■○℃旨甘Ｈｐｏｐ得、○
（記）東京外国語学校校長であった村上直次郎（一八六六～一九六六、明治から昭和期の歴史学者、外国史料による日欧交渉史研究に従事した）
セ
ミ
ナ
リ
オ
は、明治三十二年（’八九九年）ヨーロッパに留学し、ローマ滞在中に『教皇グレゴリォ十三世伝」中にみられる安土の神学校の挿絵を発見
し、それを写真に撮って帰国した（「近江蒲生郡志巻三」、四七七頁）。
ま
た
岡
本
良
知
「
天
正
年
間
に
於
け
る
豊
後
耶
蘇
会
学
校
の
建
築
様
式
」
（
「
別
府
大
学
紀
要
第
六
輯
」
昭
和
別
・
姐
所
収
）
、
一
五
～
’
六
頁
を
参
照
。
'-，’－，
３５３４
出＿ノ、＿’
瓦
は
黒
色
で
あ
っ
た
が
、
いう（「築城」、五四頁）。
ま
た
岡
本
良
知
一
天
正
年
Ⅲ
右の岡本論文、一九頁。
松本諒士「築城」（理工学社、平成八年一月）、五四～五五頁。
、
、
瓦
は
黒
色
で
あ
っ
た
が
、
下
か
ら
見
る
と
青
く
み
え
た
。
瓦
を
焼
く
と
き
に
雲
母
の
微
粉
を
混
ぜ
た
た
め
で
あ
り
、
そ
れ
が
空
の
青
色
を
反
映
し
て
青
く
み
え
た
と
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ｌ
０
ｌ
ｑ
■
Ⅳ
刑
’
１
－
２
０
Ｊ
Ⅱ
‐
Ⅱ
Ｐ
６
０
■
Ⅱ
凸
壹
Ｅ
』
・
門
１
１
ＩＮＲＯＭＡ，ＭＤＣ・LＸ
ダニエロ・バルトリ箸『日本イエズス会
史』（1660年ローマ刊）の中扉。［財団
法人東洋文庫蔵］
(３８）１０３
安土。神学校の遺阯
'￣、'-，／￣､'一、／￣、／￣､
５１５０４９４８４７４６
、＿ノ、＿ノ、＿ノ、＿ノﾐーノ、＿グ
'－，
４５
ﾐーノ
（
“
）
岡
本
良
知
が
「
桃
山
時
代
の
キ
リ
ス
ト
教
建
築
」
を
執
筆
す
る
際
に
用
い
た
種
本
は
、
つ
ぎ
に
掲
げ
る
「
日
本
に
お
け
る
宣
教
師
の
た
め
の
儀
典
害
」
で
あ
ろ
う
。
、←、○の『§・ミロ』①もの「閂ご討亀・ヨミミの｛Ｑ冒自・弓の《笘号の『試冒の颪○ｍ⑩レヨの○ｍしＲ『８１．ｍ□○ｍ目ミ①ｍのロ目目山巨の、１ｍ』ロ自口。ご＆」』①首弓＆「・
「貝碕弓ｓ弓○ｍＡ…国＆凰○巳の○邑武８》甘可○Ｐ■凶○口のの口○一のＳの旨、のご己の甸胃・の○ぽ口尊の、。］・国＆凶○日ｓ《の寸○且四の田の＃のＨｇロ曙四》］、○日口》
ａの』亘已○弓（
（蛆）注（卯）（
（蝿）極群糯》”し
満）を参照。
で．□」⑦
る
と
、
当
時
安
土
に
い
た
の
は
、
オ
ル
ガ
ン
チ
ノ
、
ジ
ョ
ァ
ン
、
師名については、注（巧）のＱの、］岸論文のほか、アン
（二ｓ可②再冒討の冒巨のご自己・『旧品目・「ご冒旧ご思目・ヨロョ
レ
§
８
「
の
回
・
」
員
○
員
○
帛
子
ロ
ョ
ｓ
ｍ
８
Ｏ
ｓ
昌
冒
。
、
Ｃ
ａ
の
日
討
○・目の］』の葛》』筐Ｐの目の国。且日已の円目、、ぐ・）を参照した。
」⑪陰③。
Ｂの。巨勺口、肝押出討叶○コ①＆のご罰の｛（四○琶○司愈駄目弓のＱ臣ｃ司曽○冒旦各員の。ご』冒凋員Ｐ忌日》○ロ山門］のの□○口日。」一口ケ局巴‐旦詳の貝）旧閏］の》］忠、》
注（皿）の五五頁。
注
（
皿
）
の
八
八
頁
。
ロ
豊
》
出
討
叶
。
「
冒
烏
』
し・国・ｏｍＨａ目・己．「
村
上
直
次
郎
訳
註
「
耶
蘇
会
の
日
本
年
報
第
二
輯
」
（
拓
文
堂
、
昭
和
十
九
年
二
月
）
、
五
四
頁
。
同書の第一一部（巨耳・の①８曰：）の七章’二七○頁から一一八一頁にかけて依拠した資料（スペイン語とイタリア語の対訳）がみられる。
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
が
イ
エ
ズ
ス
会
総
長
に
宛
て
て
送
っ
た
書
簡
（
一
五
八
二
・
二
・
五
付
、
口
之
津
発
信
）
（
『
耶
蘇
会
の
日
本
年
報
第
一
輯
」
所
収
）
に
よ
と
、
当
時
安
土
に
い
た
の
は
、
オ
ル
ガ
ン
チ
ノ
、
ジ
ョ
ァ
ン
、
シ
メ
ァ
ン
、
デ
ィ
オ
ゴ
、
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
ら
五
名
で
あ
っ
た
（
二
五
一
一
一
～
二
五
四
頁
）
。
七
名
の
教
名
に
つ
い
て
は
、
注
（
巧
）
の
Ｑ
の
、
］
岸
論
文
の
ほ
か
、
ア
ン
ト
ニ
オ
。
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
カ
ル
デ
ィ
ム
著
「
日
本
殉
教
精
華
」
（
一
六
四
六
年
Ⅱ
正
保
一
一
一
年
刊
）
ざ可②田筥冒の②ご己の自営。『５ｍｍ目。「ご冒旧ごｍ日弓。ごョＲｍＣｓＣご己の＆○ｍ目圓○員ＰＰ写冒己のご畔。『○§叶冒○ｓミョロミ討叶ミヨの河島四○己、
」ｇｏ「の回・」員○員○国マロョｓｍ８Ｏｓ昌冒。、Ｃａの日忌Ｈ国ぬくも『ＣＱ弓目。、の。且□どのョ、「○員冒日日□己○ミＰｍｏＢＰの）己］官、国の后ニロロ］
グ
レ
イ
ス
。
Ａ
・
Ｈ
・
プ
ラ
ム
ＣＪＣ巴）因
の四二頁。＆＆』ロ
己。「① 国＆訂ｇｏ、ご○崗白○ｍの伊巳、缶］ごＰ田の国‐曰巴四号］国什○日○］》の。ご巨口ごロゴの岳詳『）弓○丙『Ｐ邑農）ご」巴
○○昌己口叱ミロｓＱｍ計、ご』Ｈ」の冒向□○国⑩）ロ・田「
「
日
本
屏
風
絵
集
成
第
十
五
巻
風
俗
画
南
蛮
風
俗
」
（
講
談
社
、
昭
和
五
十
四
年
八
月
）
所
収
の
「
南
蛮
寺
景
観
」
（
坂
本
102（３９）
（囲）缶・句・○胃曰日一己・］＄
（
記
）
こ
の
一
覧
表
は
、
松
田
、
〆￣、／￣、／￣､／￣､／￣、〆￣、／－，
７０６９６８６７６６６５６４
、＿ノ、＿’、＿ノ、＿ノ、＿ノ、＿ノ、＿ノ
/￣、／戸、'一、ノー、'－，'－，７－､／￣、／￣、'－，
６３６２６１６０５９５８５７５６５５５４
里一ノ、＿ノ、＿ノ、＿ノ、＿ノ、＿ノ、＿ノﾐーノ、＿ノ、＿ノれている。
こ
の
一
覧
表
は
、
松
田
、
佐
々
間
編
訳
ム
の
著
書
を
参
考
に
し
て
ま
と
め
た
も
の
。
片
岡
千
鶴
子
「
八
良
尾
の
セ
ミ
ナ
リ
オ
」
（
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
研
究
会
、
昭
和
四
十
五
年
六
月
）
、
三
六
頁
。
こ
れ
は
イ
エ
ズ
ス
会
士
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
マ
カ
オ
に
侍
た
ら
し
た
活
字
印
刷
機
で
あ
る
。
日
本
へ
も
運
ん
で
キ
リ
シ
タ
ン
教
義
書
な
ど
を
刷
っ
た
。
の
ち
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ノ
会
士
に
売
却
さ
れ
、
マ
ニ
ラ
に
運
ば
れ
た
が
、
い
ま
は
行
方
不
明
中
で
あ
る
。
現
在
、
「
マ
カ
オ
博
物
館
」
（
冒
巨
の
の
。
：
冒
凹
８
．
）
に
複
製
品
が
展
示
さ
、の『・』○岸日田⑫ｐＨの、、．』・》巳・昌吟Ｃ
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
繩棡醗旺編訳『日本巡察記」（桃源社、昭和四十年一二月）、七七～七九頁を参照。
『続々群書類従第十一一」（続群害類従完成会、昭和四十五年一一月）、六五六～六五七頁。
井
出
勝
美
「
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
に
於
け
る
日
本
人
の
キ
リ
ス
ト
教
受
容
」
（
「
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
第
十
一
注（４）の一二頁。
、の『・』○ゲロ巴四口Ｈの垢
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
注
（
ｕ
）
の
一
三
列
注（ｕ）の一一一三
注（妬）の一三匹
結城了悟「有馬（
同右、一九○頁。
注
（
、
）
の
一
九
注（抑）の六三言
注注同
へ／-，右
八八ＦｎＯ
'－，／－，
２０５８
、＿ノ、＿ソの六三頁。
の一九一頁。
の二一五頁。
の一一一一二頁。
「
有
馬
の
セ
ミ
ナ
リ
オ
三八頁。
三九頁。
三七頁。
’
五
九
五
年
’
’
六
一
四
年
」
（
『
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
第
二
十
一
輯
」
所
収
）
、
一
八
○
頁
。
『
日
本
巡
察
記
」
桃
源
社
［
’
○
五
頁
］
、
三
俣
俊
二
「
信
長
と
安
土
セ
ミ
ナ
リ
オ
」
［
九
五
～
九
八
頁
］
お
よ
び
カ
ル
デ
ィ
輯
」
所
収
）
、
二
一
六
頁
。
(４０）１０１
安土。神学校の遺肚
'-，グー、／￣、グー、'-，′￣、グー、'-，'－，'－，グー、／￣、'－，'-，'-，'-，'－，'－，８８８７８６８５８４８３８２８１８０７９７８７７７６７５７４７３７２７１ﾐーノ、－ノミーノ、＿ノ、－ノ、＿ノミーノ、＿ノ、＿ノ、_ノ、_ノ、＿ノ迅一ノミー／ﾐーノ、－ノ、＿ノ、＿’
注
（
皿
）
の
七
四
頁
。
罰の『・］○ケ邑曰山口息の
注（４）の四四頁。
注（４）におなじ。
、の負］○ロロ巴Ｐ屋月田
同右。
「信長公記巻十五」（鏑禰『史籍集覧武家部戦記編集㈹」（臨川書店、昭和四十二年九月）、一一五六頁。
新口本古典文学大系印「大閣記」（岩波書店、平成七年一一一月）、六六頁。
注
（
Ⅲ
）
の
二
六
七
頁
。
同性同
右へ右
ｏｎ刊、
岡田正一編著「織田信長総合事典』（雄山閣出版、平成十一年九月）、四三五頁。
小
泉
三
申
『
偉
人
史
叢
臨
時
発
刊
明
智
光
秀
全
」
（
東
京
裳
華
書
房
発
行
、
明
治
三
十
年
一
月
）
、
’
一
九
頁
。
同右、一二一頁。「信長を本能寺に半弓にて射奉りしは川上某といふ者なり。其の六日目に狂乱して死す」（『明智光秀全」）とある。
注
（
皿
）
の
二
五
六
頁
。
小酒井儀一一一「本能寺の変に就いて（上）」、三一一頁。
小酒井儀一一一「本能寺の変に就いて（下）」（『歴史と地理」第六巻第一号）、三六頁。
注
（
船
）
の
七
七
～
八
一
頁
を
参
照
。
佐
々
間
正
訳
「
’
五
九
六
年
イ
エ
ズ
ス
会
年
報
」
（
『
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
第
二
十
輯
」
所
収
）
、
三
○
五
頁
。
の七四頁。
、。］・】己・房トヨ
の．］・】己・桿吟の
100（４１）
正面の石垣の地は，安土。神学校の跡地と推定されている。
石垣の下層は，信長の時代のものと考えられている。［筆者撮影二
１１．“…Ｆ圷 期騨叡！
安土町下豊浦の神学校跡地と推定
されている所［筆者撮影］
正面の石垣の地は，安土。神学校跡と
推定されている。
(42）９９
安土。神学校の遺阯
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マノエル・アルヴァレス著「ラテン語文典』
(1629年刊）［BritishLibrary蔵］
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鱗騨
ＥＭＭＡＮＶＥＬＩＳ
ＡＬＶＡＲＩ・
ＥＳＯＣｒＥＴＡＴＥ
】ＥＳＶ，
DcIrMlitutioneGrammatlca
、Ljb1iTreso向､〃,タ
聖"ImhrII回`7画，
ぐ…瞬乳鶴Bi潟騨ＥｏＤｌ弛珂｣卜Ｉ調rﾛ’鱗鱗繍i識蛎剛．ｌｉＩ１ｉｉ議蕊騨
鱗鵜
獺γ灘｜|雛L
1P瓜･J1Ⅱ山hSGI1IbH
i灘蝋辮V箪画効紬ｒＭｗ、hljQLJ皿【jピパ剋巴匙ﾙ“
Ｕβ【ＩＶＥＴＩＩＪＪＥｊｄＺﾉ"irpw”SDC化’"”．
ＭＤ･ＬｘｘＸＶ･ ＵＫＤ５ １４％
マノエル･アルヴァレス箸『ラテン語文典」（1585
年刊)[上智大学キリシタン文庫蔵の複写本より］
9８（４３）
七８ナ」｝Ｉ・
安土・illl学校に学んだ三人の殉教者。
蹴聯蹴軟…HWfhLllI,ｊｂｆＭｒ型
さんか
三箇アントニニオ（1570？～1622)，長崎の西坂に
おいて火刑になる図。
AntonioFrRｎ㎡scoCardim：MbrsF1eUicissimq
Quat7o7LegqtorumLustq"o7umetSocZo/YLm
Quosmqpo7ziaemperqito7……（1646）より［１Ｍ
団法人東洋文庫蔵1，
言森パウロ（1567?～97)，長崎の西坂において
礫刑になる図。
福永ニコライ（ニコライ・キアン
ともいう，1570？～1633)，長崎の
西坂において穴吊り刑になる図。
(４４）９７
安土・神学校の遺阯
TｈｅＲｅｍａｍｓｏｆｔｈｅＳｅｍｉｎａｒｙｏｆＡｚｕｃｈｉ
Azuchi（安土）ｉｓａｐｌａｃｅｉｎＯｍｉ（近江)，onthenorth-easternshoreoflake
Biwa，wherethewarlordNobunagaOda（織田信長，1534～82）hada
magnificent7-storycastlebuiltbyNagahideNiwa（丹羽長秀，1535～85)．The
castleandthetownwaspillagedbythearmyofMitsuhideAkechi（明智光秀，
1526～82)，oneofthegeneralsofNobunaga，afterbesieginganddrivinghis
formerlordintodeathinthetempleofHonn6-ji（本能寺）inKyotqWhenthe
troopsofAkechiattackedthetemple，Nobunagawithstoodthem；however，
woundedbyanarrow,andjudgingthatresistancewasuseless,hesetfiretohis
templeandcommittｅｄｈα7つαhZ7Z．
Ｓｏｍｅ４２０ｙｅａｒｓａｇｏ，ｉｎｔｈｅｃａｓｔｌｅｔｏｗｎｏｆＡｚｕｃｈｉ，thereexistedaseminary
builtbytheJesuitsclosebyasmalllakewithreedsintheShimotoyoura（下
豊浦）areELTheexactlocationoftheseminarystillremalnsunknown；
however，thesitewasnearlyascertainedbyalocalhistorian，basedonthehome
andforeignmaterialsintheTaishOperiod（Lel910s～1920s)．Theseminary
ofAzuchiisworthmentioningbecauseitisthefirsterectionofaJesuit
seminary,inadditiontotheoneinArima（有馬）whichwasopenedsometime
betweenAｐｒｉｌａｎｄＪｕｎｅｏｆｔｈｅｙｅａｒｌ５８０ｉｎｔｈｅＳhimabaraPeninsula，KyUshn
lsland
ＯｎｅwhofirstalludedtothelocationofthesemmaryinAzuchiwasafamous
localhistoriannamedSenzoNakagawa（に１１川泉三）ｉｎＯｍｉ,whowasengagedin
compiling``O77ziga77zogzJ7zs/ZZ'’（近江蒲生郡誌，ｉ､ｅ・theCountyHistoryofGamo
inOmi；ＧａｍｏｉｓａｐｌａｃｅｌｏｃａｔｅｄｉｎｔｈｅｗｅｓｔｏｆSuzukamountainsintheShiga
prefecture）intheTaishoperioCL
９６（４５）
Ｈｅｔｏｏｋｎｏｔｉｃｅｏｆｓｕｃｈｐｌａｃｅｎａｍｅｓａｓ“Daius”（Ｌｅ、DezLsinLatin）ｏｒ“Shu
nomiza'’（ieGod5seaib）intheShinmachi（新lHJ）districtofShimotoyoura，
Azuchi，presumingthenameslladpossiblerelationshipswithChristianity・So
heaffixedamapshowingtheseplaｃｅｓｔｏｔｈｅＣｏｕｎｔｙＨｉｓｔｏｒｙｏｆＧａｍＱＴｈｅ
ｍａｐｗａｓｓｕｐｐｏｓｅｄｔｏｂｅｔｈｅｏｎｌｙｏｎｅｉｎexistence；however，Ｉｈａｐｐｅｎｅｄｔｏｓｅｅ
ａｎｏｔｈｅｒｏｎｅｄｒａｗｎｂyhimattheHistoriographicallnstituteofTokyo
Umversity・Thenewlydiscoveredmapwascreateｄｉｎｔｈｅ８ｔｈｙｅａｒｏｆｔｈｅ
Ｔａｉｓｈｏ（Ｌｅ、1919)，withawritingbrushandwatercoloursThisdiscovery
spurredmetostudytheseminaryofAzuchiinfulL
Ｔｈｅｐｕｒｐｏｓｅｏｆｔｈｉｓｅｓｓａｙｉｓｔｏｄｅｓｃｒibethevicissitudesofthesemmary，
whichendedmmiserabledestructioｎ．ＷｈｅｎtheVisitoroftheSocietyof
Jesus，FatherAlessandroValignano（1539～1606）arrivedinJapaninJuly，
1579toinspectandreorganizethemissionaryworkoftheSociety，hefound
thatconditionswereunsatisfactory、Althoughsome30yearshadpassedsince
StFrancisXavier（1506～52）introducedOhristianityintoJapan，the
shortageofmissionarypersonnelwasaseriousproblem．
FatherFrancisCabral，ｔｈｅｎａｄｅｑ７ｚＺ７ｚＪａｐａｎ，wasanarrow-mindedman，
whosawtheJapaneseashypocritical，unreliablepeopleAccordingly，he
neithergavethemenoughreligiouseducationnorappointedthemaspriests・
Inhisopinion,theJapanesewereonlyusefulinthecapacityofD6jzLbzL（同
宿，alay-helperwithoutvows）whoservesasapropagandist．
Valignanofeltconfidentthatwithouttheassistanceofnativesthemissionary
workwouldendinfailure、HedividedthemissionarydistrictinJapaninto3
parts:thenorth-westernKyUshu（Districtofshimo下)，north-easternKyd
shu（Bungo豊後）andMiyako（都，ametropolis）whichwascalledGokinai
(五幾内）Heplannedtoerectthreeseparateseminaries
FatherOrgantino（?～1609）wasappointedbyValignanotobuildaseminary
inMiyako（LetheancientCapital，Kyoto）soonaftertheerectionofonem
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ＡｒｉｍａｌｎＭｉｙａｋｏｔｈｅｂｕｉｌｄｉｎｇｏｆａｓｅｍinarywasnotmakingprogressdueto
difficultiesinfindingasuitableplacefortheschool，interferencewiththe
6o7zzesandlａｃｋｏｆｆｕｎｄｓ．
ＷｈｅｎｔｈｅｎｅｗｃａｓｔｌｅｂｕｉｌｔｂｙＮｏｂｕｎａｇainAzuchibegantoattractmany
peoｐｌｅｔｏｖｉｓｉｔｔｈｅｔｏｗｎ，FatherOrgantinoalsointendedtopａｙｈｉｓｖｉｓｉｔｔｏｔｈｅ
ｎｅｗｔｏｗｎｗｉｔｈａｖｉｅwtogettingpermissiontobuildaseminarythere，
NobunagawasreallyflatteredbythｅｖｉｓｉｔｏｆｔｈｉｓＰａｄｒｅｗｈｏｃａｍｅａｌｌｔｈｅway
fromMiyakQWhenOrgantinoaskedforhisseminary，Nobunaganotonly
grantedtherequestbutgavehimreclaimedland，orderinghismentodig
ditchesandtoburyricefields．
AccordingtothestorytoldbyFatherLuisFrois（1532～97）inhisHZsto71yq／
jtZpα",thelandadjustmentrequiredsomel5or20daysforcompletiolLThe
grantwasmadeonthe9thofAprilinthe8thyearoftheTensho（i・ｅ２２ｎｄ
ｍａｙ,1580）Amazinglytheconstructionoftheseminarywascompleteamonth
aftergainingtheland
Sincethematerialsforbuildingsomeseminarieshadalreadybeenassembled
inMiyako，theseweresoontransferredtoAzuchiinordertohastenthe
realizationofthebuildingManyJapaneseOhristiansincludingfeudallords
alsoassistedtheerectionSomelayChristianstenderedastrawbagofriceand
lumber、Othersofferedmoneyandlabour，Ｔｈｅｏｎｅｗｈｏｏｆｆｅｒｅｄｔｈｅｍｏｓｔｗａｓ
ａｗａｒlordnamedNagafusa（qZmsUkonorGiustoUkondono）Takayama
(高山長房［右近]，1553～1615)，whowasoneoftheChristianlords，assigning
hispeopletothetaskofbuildingtheseminary．
NobunagawasnotonlysatisfiedwiththeseminarybuttreatedFather
Organtinowithhospitality，Also，hepresentedhimwith200crzLsqdoto
supporthimfinancially・ＳｉｎｃｅｈｉｓｃａｓｔｌｅｓｔｏｏｄｏｎａｈｉｌｌｃｏｍｍandinglakeBiwa
andthetown，ｈｅｗａｓａｂｌｅｔｏｓｅｅｔｈｅｂｕｉｌｄｉｎｇｄｕｒｉｎgthecourseofconstruction，
NobunagacalledonOrgantinoeveryl5oｒ２０ｄａｙｓ，bringingabasketoffruits
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oｒｓｏｍｅｓｗｅｅｔｓｗｉｔｈｈｉｍ
Organtinobuilta3-storyBemi-Westernstyleseminary，surroundingthe
groundwithstonewallsTheHjsto7yQ/jtupq〃byFatherFroissaysrather
bombasticallythattheseminarywasastatelybuildingwhichwascomparable
withNobunaga'scastleintermsofsizeandbeauty・ＴｈｅｚａｓｈＺｈｉ（座敷，a
drawingroom)，atearoom,aguestroomand20bedroomstookuptheground
floor・Theupperstorywassurroundedbycorridorsonthreesidesandit
contained20roomspartitionedwithかsｕｍｑ（襖，asliding-door）
Ｔｈｉｓｍｅａｎｓｔｈａｔｔｈｉｓｆｌｏｏｒｃｏｕｌｄｂｅｔransformedmtoalargehallatany
momentwhenthesliding-doorswereremoved・Also，Father'sprivaterooms
wereonthisfloor、Thesecondfloor（iethethirdfloor）wasusedforthe
classroolnltwasalsoalargehallwithFather，sprivaterooms．
ThenextproblemthatconfrontedOrgantinowashowtogatherthemost
suitablepupilsfortheschooLSoherepairedtoTakatsuki（高槻，acastle
towninSettsultbelongedtotheTakayamasinthel6thcentury）andpicked
up8sonsofrespectablesamurais，Ｆｏｒｓｏｍｅｔｉｍｅｏｎｌｙｓｏｎｓｏｆｒｅｓｐｅｃｔａｂle
samuraiswereadmittedtotheseminarywithaviewtoenhancetheprestigeof
theschooLLateron，thepupilsincreasedinnumber；finallytheyreachｅｄａ
ｔｏｔａｌｏｆ２５ｐｕｐｉｌｓ．
Theteachersandemployeeswerecomprisedof3Fathers，２irmEiosandsome
laymenNamelytheywere:FatherOrgantinoGnecchiSold（?～1609)，Father
GiovanniFrancescoStephaneni（1540～1612)，FatherGiuseppeFornaletti
(1545～?)，ＩｒｍａｏｎＳｉｍｅａｏｄｅＡ１ｍｅｉｄａ（?～1584)，irmE1onVicenteToin
(1540～1610)，laymanDiogoPereizaandlaymanJeroｉｍｏＶａｚ（?～1588）
Thecompletelistofpupilsremainsunknown,however,knownpupilsinclude：
SankaAntonio（1570?～1622）whowasburnedaliveinNagasaki,IjichiMantio
(1572～92）whodiedinAmakusa,MikiPaulo（1567?～97)，whowascrucified
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inNagasaki,IjichiSimon（1567～?)，ItoJeronimo（1570～93)，MatisSho（?)，
JｕｌｉｏｏｆＯｍｉ（?)，TomitaMershor（?)，TorikaiTomas（?)，FukunagaNicolai
(1570?～1633)，whodiedamartyrinNagasaki,KiyomizuJoan（1567?～1633)，
whodiedamartyrinEdo［LeTokyo]，Giorge（?)．
Theseminaryopenedwiththerules，regulationsandthedailyhorarium
prescribedfortheoneinArimabyVisitorValignanqThepupilsweretaught
readingandwritinginLatinandJapanese、Andhavingacquiredagoodknow
ledgｅｏｆＬａｔｉｎ，ｔｈｅｙweresupposedtostudymorality，philosophyandtheology、
ThｅｙｗｅｒｅｎｏｔａｌｌｏｗｅｄｔｏｒｅａｄｓｕｃｈｕｎｃｈristianworksasAristotle，s，Some
pupilsalsolearnedsinging，playingmusicalinstruments，drawings，and
copperplateengraving．
AmongthesubjectsthemostimportantonewasLatinwhichgreatlytroubled
thepupilsltwasalmostimpossibletobeacquaintedwithLatinunlessthey
startedlearningitasachil｡、DuetothelackofprintedtextbooksorLatin
dictionaries，thepupilswereobligedtocopybookswhilelearningSothey
madeslowprogressinLatinbeforetheJesuitsbegantoprintbooksin
NagasakiorAmakusabyusingaprintingmachine（p7e"sqtijpog7Zi/ijca）
broughtfromMacao．
Thetextbooksusedatthesemlnaryremainunknown，however，ｉｔ，s
conceivablethat“ＤＣＩ>zstiitzLtZoncG7ammqticq'’（1572）writtenbyaJesuit
priestnamedManoelAlvares（1526～82)，“FZosc叩j'，complledbyFather
ManoelBarrete，``Dicitio7zQ7ZzmzLqitj7zoLusitα〃iczL77z,ACjtJpo7zico77zeDcA77z670siZZ
OaZe”（1595）［thatｉｓ，Latin-Portuguese-JapaneseDictionarycompiledfrom
theworkbyAmbrosioCalepino］wereingeneraluseintheJesuiteducational
establishmentsinJapan・Especially“Del7zstZtzLtjo7zeG7a77z77zqtｊｃａ，，ｗａｓwell
receivedbylearnerssoonafteritspublicationinEuropeandtheschools
belongingtotheSocietyofJｅｓｕｓａｄｏｐｔｅｄｔｈｅｂｏｏｋａｓａｔｅｘｔｂｏｏｋＬａｔｅｒｏｎ，
allofthesebookswerereproducedinNagasakiandAmakusa．
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ThepupilshadtoobservetheregulationsprescribedbyValignano，They
weretodressneatly，wearingblueunlinedclothesmdoors；however，theyput
onblueclothesandblackcloakswhengoingoutSometimeswhentheymet
kinfolkvisitingtheschool，ｔｈｅｙｗｅｒｅｔｏｗｅａｒｂｌｕｅｃｌｏｔｈｅｓｏｒｓｉｌkclothesof
othercolours、DailymaidsdidtheirwashingandsewingTheylivedonrice，
Soup，fishandgreenvegetablesOnSundaysorfestivaldays，ｔｈｅｙwereserved
daintydishesorfruits・WhileattabletheyheardreadinginLatinorJapanese・
Theyusuallysleptunderacoverletontheitqitq77zZ．
Candleswerekeptburningallnight・Ｔｈｅｐｕｐｉｌｓｔｏｏｋａｈｏｔｂａｔｈｅｖｅｒｙ２ｄａｙs
inwinter，ａｎｄｈａｄａｃｏｌｄｂａｔｈｉｎａｒｉｖｅｒｏｒｉｎｔｈｅｓｅａｉｎｓｕｍｍｅｒ、Basically
theywerenotallowedtogohomeexceptforunavoidablecircumstances、
Whenevertheyreturnedhome，ｔｗｏｐｅｒｓｏｎｓｉｎｔｈｅｓｅｒｖｉｃｅｏｆｔｈｅｓｅｍinary
accompaniedthemSincetheyhadnolessonsongaladays；ｔｈｅｙｔｏｏｋａｒｅｓｔｏｒ
ｗｅｎｔｆｏｒａｗＥｌｌｋ．
Theyenjoyedeatingsnacks,ｆｏｒexample,ricecakesorfruitsTheywereto
attendMasseveryday，confessthemselvesonceamonth，andreceiveHoly
Communionfourtimesayear．
Ｔｈｅｄａｉｌｙｗｏｒｋｓｆｏｒｔｈｅｐｕｐｉｌｓａｒｅａｓfollows：
[theforenoon］
４：３０……………rising，prayingwithfathers，
5：００……………Mass,laterenjoytheirleisureinthezashikitill6o'clock
６：００～７：３０……VeryyoungpupilslearnbasicwordsofLatin，whiletherest
learnlessons，
７：３０～９：００……ｓｈｏｗｔｈｅｉｒｈｏｍｅｗｏｒｋｔｏｔｈｅＬａｔｍｔｅａｃhers，Upperclassmen
correctthemistakesoftheunderclassmen、
９：００～１１：００……breaME1gtandrest．
[theafternoon］
１１：００～２：００……studytheJapaneselanguage，ｃｏｍｐositionoflettersand
calligraphyusingwritingbrush．
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２：００～３：００……singin９，practicingofmusicalinstruments，andrecreation、
３：００～４：００……gotoLatinteachersandwritesentencesinLatin，Ｌｉｓｔｅｎｔｏ
ｔｈｅｒｅａｄｉｎｇｏｆＬａｔｉｎ，Theunderclassmenreadandwrite
LatinFreelyspendtheremainingtime、
５：００～７：００……supperandrecreation
７：００～８：００……repeatingofLatinlessons，Theunderclassmenpracticein
LatinorinJapanesewriting
8：００……………reflection（examinationofconscience)，eveningprayer,ｂｅｄ
OnWednesdaysandSaturdays,thepupilshadahalfholiday,enjoyingtheir
freetimepracticingmusicalinstruments，readingandwritingtheJapanese
language，takingabath，hairdressingandsoon，OnSundaysorfestivaldays，
theytooktheirrestatthevilla，Ｏｎｆｏｕｌｄａｙｓ，theystayedindoorsallday，
takingtheirrestorplayingmusicalinstrumentsDuringthehottestseason
theyweretorestwithouttakinglessons．
ItseemedthateverythingwentsmoothlywhentheincidentofHonn6-ji
occurredsuddenlyonthe2ndofJuneinthelOthyearoftheTensho（ｉｅｌｓｔ
ｏｆＪｕｌｙ，1582)．MitsuhideAkechirevoltedagainstNobunaga，who，having
beenwounded，killedhimselfThefateofthecastlｅａｎｄｔｈｅｔｏｗｎａｔＡｚｕｃｈｉ
ｗａｓａｌｓｏｔｈａｔｏｆｔｈｅｓｅｍｉｎａｒｙＴｈｅｎｅｗｓｏｆＮｏｂｕｎａｇａ，sdeathreachedAzuchi
ataboutlOA・Ｍｔｈａｔｄａｙ・GeneralAkechiandhismenwenttoAzuchiafter
themurdertoseizeNobunaga，streasures；however，whentheyarrivedatSeta
inthesoutｈｏｆＯｔｓｕ，ｔｈｅｙｈａｄｔｏｈｏｌｄｂａｃｋｂｅｃａｕｓｅｔｈｅｂｒｉdgewasdestroyedby
abailiffnamedKagetakaYamaoka．
SoinsteadofgoingtoAzuchi，AkechiandhistroopswenttoSakamoｔｏｉｎ
ＯｍｉｗｈｅｒｅＡｋｅｃｈｉｈａｄｈｉｓｏｗｎCastle・ThenewsthattheadvanceofAkechi'ｓ
ａｒｍｙｂｒｏｕｇｈｔｔｈｅｗｈｏｌｅｔｏｗｎｏｆＡｚｕｃhitoastateofpanioPeoplefearedtｈａｔ
ｎｏｔｏｎｌｙｔｈｅｃａｓｔｌｅｂｕｔｔｈｅｔｏｗｎｗｏｕｌｄｂｅｂｕｒｎｅｄｂｙｔｈｅｅｎｅｍｙ，Sothepriests
andpupilscomprisingof28mentookrefugeinOhZ7zoshZ77zq（沖島)，anisland
inthemiddleoflakeBiwa，leavingtheirsemlnaryinchargeofsomeJapanese．
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Ｏｎｔｈｅ６ｔｈｏｆＪｕｎｅ（i・ｅ５ｔｈｏｆＪｕｌｙ，1582)，thetroopsunderthecommand
ofGeneralAkechifinallyarrivedatAzuchLThecastlewElsemptybecause
everybodyhadrunaway，SoonafterMitsuhideoccupiedthecastle，hebegan
todividethetreasureshｏａｒｄｅｄｂｙＮｏｂｕｎａｇａａｍｏｎｇｈｉｓｍｅｎＯｎｔhe8thof
thesamemontn（ｉｅ､７thofJuly）MitBuhideleftAzuchiforSakamotqSince
thenthecastletownofAzuchibecameahorriblesceneofdisorder・Ｔｈｅｔｏｗｎ
ｗａｓｄａｍａｇｅｄｍｏｓｔｂｙｂｕｒｇｌａｒs，plundering，highwayrobberiesandmurders．
Naturallythequaintbuildingofthesemlnaryattractedtheattentionofthe
soldiers，Theseminarysufferedtheravagesofplunderingandnothingbutthe
barewallsandtheroofremainedbecausethesoldierstookalnlosteverything
-furniture，ironpots，slidingdoors，Windows，tatamis，ａｎｄｔｉｍｂｅrs
preservedforbuildingaChapel-awayfromthesemlnary．
WhenMitsuhideleftAzuchiforSakamoto，thecastleandthetownwas
entrusteｄｔｏｈｉｓｎｅｐｈｅｗ，SamanosukeAkechLHowever，whenitwasknown
thatMitsuhidewascompletelybeatenbythetroopsofHideyoshi（1536～98)，
oneofthegeneralsofNobunaga，inthebattleofYamazaki，ｏｎtheborderof
SettsuandYamashiro，ｈｅｆｌｅｄｔｏＳａｋａｍｏｔｏ，settingfiretotheAzuchicastleon
thel4thofJune（Ｌｅｌ３ｔｈＪｕｌｙ)．
ＬａｔｅｒｔｈｅａｒｍｉｅｓｏｆＮｏｂｕｏＯｄａ（1558～1630)，asecondsonofNobunaga，
ｅｎｔｅｒｅｄｔｈｅｔｏｗｎｏｆＡ７ｍｃＭ，Ｈｅｓｅｔｆｉｒｅｔｏｔｈｅｔｏｗｎｔｏｓｍｏｋｅｏｕｔｔｈeremnants
ofAkechi，ssoldiers、Ｉｔｉｓｓａｉｄｔｈａｔｔｈｅｗｈｏｌｅｔｏｗｎｗａｓｒｅｄucedtoashesthen
Whetherthebuildingoftheseminarywasalsodestroyｅｄｂｙｆｉｒｅｔｈｅｎｉｓｎｏｔ
ｃｌｅａｒ、BecausenorecordshelpusherGAnyway，ｔｈｉｓｗａｓthefinalfateofthe
seminaryatAzuchL
Whatawaitedthepriestsandpupilsthencewasaconstantchangeof
residence、TheyfirstmovedtoSakamotofromOkinoshimaandthento
Miyako・ＡｎｄｉｎｔｈｅｌＯｔｈｙｅａｒｏｆｔｈｅＴｅｎｓｈｏ（Ｌｅ１５８３)，theymovedto
Takatsuki，beinginvitedbyUkon1Takayama・Twoyearslater，６ｏｒ７ｓｏｎｓｏｆ
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respectablesamuraisjoinedtheseminaryHowever，theseminaryTakatsuki
didnotlastｌｏｎｇｄｕｅｔｏＴａｋａｙａｍａ'schangeofterritory．
Ｉｎｔｈｅｌ５ｔｈｙｅａｒｏｆｔｈｅＴｅｎｓｈｏ（Ｌｅ、1587)，anedictofHideyoshibanishedall
themissionariesfromJapanHoweverthepriestsconfinedtomissionary
work，hidingthemselvesmvariouspartsofKyUshulsland．Ｏrgantinoand
twoJapaneseChristia､swentmtohidingonSh0do-ShmzQ（小豆島)，anisland
(l20knLcircum）ofthelslandSeaOccasionallytheyvisitedthehousesof
Christiansinthe5provincesnearesttoMiyako．
Ｆｏｕｒｏｆｆｉｖｅｐｕｐｉｌｓｏｕｔｏｆｔｈｅ３０ｐｕｐｉｌｓｗｅｒｅｓｅｎｔｂａｃｋｔｏｔｈｅｉｒｈｏｍｅｓ・The
restescapedsafelytoKynshulsｌａｎｄｏｒｗｅｎｔｈｏｍｅ，Ｍｏｓｔｏｆｔｈｅｍｃｈｏｓｅｔｏｇｏ
ｗｉｔｈｔｈｅｐｒｉｅｓｔｓ，goingtowardstheseminaryinArima，theonlyseminaryin
Japanthen、Inthel5thyearoftheTensho（Ｌｅｌ５８７)，bothAzuchiseminary
andArimaseminaryweremergedintoone；however，thebanprohibiting
ChristianityissuedbyleyasuTokugawa（1542～1616)，thefirstTokugawa
ShOgun，compelledtheclosureofthecombinedseminaryatArima．
ThereforetheseminarywastransferedtoNagasaki，Ｏｎｔｈｅｆｏｌｌｏｗｉｎｇｙｅａｒ
(Ｌｅｔｈｅｌ８ｔｈｙｅａｒｏｆｔｈｅＫｅｉｃｈｏ，ｔｈａｔｉｓ，1613）thenation-widebanof
ChristianitywasproclaimedbytheTokugawaShOgunateandthenextyear
UkonTakayamaandhiswholefamilywerebanishedfromNagasaki（onthe8
thofNovemberl6141TheexilesarrivedinManilaonthe28thofthesame
montlLTheeducationalworkopenedbytheJesuitswasoverthisyear．
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